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7.1
平成 28年
（2016 年）

人口　63,186人（－ 36）
男　　31,641人（－ 17）
女　　31,545人（－ 19）
世帯　24,912戸（－ 12）
※5月末日現在。
（　）内は前月比。

～小学3年生対象の「ドリームチャレンジャー」7月21日㈭スタート～
　子育てには、保護者だけではなく地域の力も必要です。市では、「第5次総合計画」の戦略である「子育てしたくなるまちづくり」
を進めるため、子どもたちが「スポーツ」「芸術」「文化活動」などチャレンジしたいことを、「地域の先生」である地元の大人や団体
から学び、体験する機会をつくることで、将来の夢を見つけるきっかけづくりと地域全体で子育てを支える環境づくりを推進する子育
て支援事業としてドリームチャレンジャー事業を始めます。　■問　子育て支援課子育て支援班　☎（497）3487

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中
！

　
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術

な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
地
域
の
大
人

や
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
将
来
の
夢
を
見
つ
け
る

き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
今
後
の
活
動

資
金
と
し
て
、
集
ま
っ
た
コ
イ
ン
1

枚
に
つ
き
、
市
が
5
0
0
円
を
交
付

し
ま
す
。
登
録
方
法
は
、
広
報
し
ろ

い
5
月
15
日
号
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
人
た
ち

と
学
び
や
体
験
交
流
が
で
き
る
よ
う

に
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
友
達
に
自
分
の
コ
イ
ン
を
あ
げ
た

り
、
貸
し
た
り
、
交
換
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
自
宅
か
ら
会
場
ま
で
、
子
ど

も
が
一
人
に
な
ら
な
い
よ
う
、
可
能

な
限
り
保
護
者
が
付
き
添
っ
て
く
だ

さ
い
。
付
き
添
い
が
難
し
い
場
合
は
、

近
所
の
人
や
学
校
の
友
達
と
行
く
な

ど
、
一
人
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
体
験
中
の
け
が
に
つ
い

て
は
、
市
が
加
入
し
て
い
る
保
険
の

対
象
に
な
り
ま
す
が
、
会
場
へ
の
移

動
中
の
け
が
に
つ
い
て
は
、
保
険
の

みんなでチャレンジ

夢に向かってチャレンジ！

　平成29年度に採用を予定している消防およ
び救急などの業務を行う消防職員（救急救命
士を含む）の職員採用試験を実施します。
試験日　9月18日㈰
試験会場　佐倉市立佐倉中学校
募集人員　昭和63年4月2日から平成11年4月1
日までに生まれた人　8人程度

※募集にあたり別途身体基準があります。基準内容については、印西地
区消防組合ホームページで確認するか、直接問い合わせてください。
　日本国籍を有しない人、地方公務員法第16条に定める欠格条項に該当
する人は受験できません。申込書は、7月15日㈮から消防本部総務課（印
西市）、白井市または印西市内の各消防署で配付します。印西地区消防
組合ホームページからダウンロードすることもできます。
■申・■問　申込書に必要事項を記入の上、7月26日㈫から8月12日㈮（消
印有効）までに郵送か、平日の午前９時から午後５時までに直接〒270
－1387　印西市牧の原2－3印西地区消防組合消防本部総務課人事係　
☎0476（46）9922へ

印西地区消防組合　平成28年度消防職員採用試験
　市では5月26日に現庁舎西側の新築棟建設地で
｢白井市庁舎整備工事起工式」を行い、県議会議
員、市議会議員、印西警察署長、庁舎建設等検
討委員会委員長、関係団体の代表者、工事関係
者など約50人が出席し、安全を祈願しました。
　式では、伊澤市長から「現庁舎の耐震不足に
より東日本大震災では保健福祉センターに災害
対策本部を設置しましたが、関係機関などとの

連絡体制に苦労しました。整備手法は現庁舎を減築し、新築棟を建設する
斬新な方法であり、庁舎整備の検討に携わっていただいた皆さまにお礼を
申し上げます。印西警察署分庁舎も設置でき、市民の安全安心がさらに
向上します」とのあいさつがありました。工期は平成30年3月28日までで、
平成30年5月上旬の全庁開庁に向け工事を進めています。
※6月2日に、庁舎建設等検討委員会の委員が工事現場を視察し、新築棟に
使用する杭

くい

を確認したほか、工事施工者の大成建設㈱千葉支店から工事の
説明を受けました。
■問　管財契約課庁舎建設準備室　内線3341・2

鍬入れをする伊澤市長

庁舎整備工事起工式が行われました

♦体験場所は体験内容によって異なり、みず色の
「のぼり旗」が目印です。
♦体験メニューは、7月中旬にコインと一緒に自宅
に送付します。なお、体験メニューは、7月12日㈫
から市ホームページで確認できます（随時更新）。
♦申し込み方法は体験により異なります。
♦保護者は自由に見学できます。
♦コインが参加費になりますが、材料費などがか
かる場合があります。
♦コインは平成29年3月26日㈰まで使用できます。

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
コ
イ
ン
を
無
く
し
た
、
拾
っ
た
な

ど
困
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
子
育

て
支
援
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

平成 28 年度採用職員の放水訓練

コインを使って体験しよう！
　この事業は、市内の小学校3年生（チャレンジャー）を対象に、
コインを年間6枚交付して市が認証した地域の先生である（サポー
ター）が教えてくれるさまざまなメニューを自分で選んで体験し
てもらうものです。

のぼり旗
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

夏
の
交
通
安
全
運
動
週
間

〜
ゆ
っ
く
り
と

　
マ
ナ
ー
を
乗
せ
て

　
ふ
む
ペ
ダ
ル
〜

　
10
日
㈰
か
ら
19
日
㈫
ま
で
は
、
夏

の
交
通
安
全
運
動
週
間
で
す
。

　
夏
休
み
直
前
の
こ
の
時
期
は
、
子

ど
も
た
ち
や
若
者
の
気
持
ち
が
開
放

さ
れ
る
こ
と
か
ら
起
き
る
事
故
や
、

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
伴
う
交
通
量
の
増

加
な
ど
に
よ
る
事
故
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
だ
け
で

は
な
く
「
事
故
に
遭
わ
な
い
」
た
め

に
も
、
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
と

交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

移
動
交
番
を
開
設

　
7
月
の
移
動
交
番
の
開
設
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
・
場
所
　
14
日
㈭
　
午
後
3
時

〜
4
時
、
22
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
3

時
、
28
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
11
時
・

セ
ー
ブ
オ
ン
千
葉
白
井
店
（
西
白

井
）、
15
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
11
時
・

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
白
井
河
原
子
店
、
21

日
㈭

　
午
後
2
時
〜
4
時
・
白
井
運

動
公
園

問
　
印
西
警
察
署
地
域
課
　
☎
0
4

7
6
（
4
2
）
0
1
1
0

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

　
政
治
倫
理
条
例
に
基
づ
き
、
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
、
市
議
会
議
員
の

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧
を
本
日
よ
り

実
施
し
ま
す
。

閲
覧
日
時

　
月
〜
金
曜
日
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分

閲
覧
場
所
　
市
役
所
3
階
総
務
課

問
　
総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1

2
・
3

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
熊

本
県
内
の
住
民
票
の
あ
る

市
町
村
か
ら
本
市
へ
避
難

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
避
難
前
に
住
ん
で
い
た
市
町
村

（
住
民
票
の
あ
る
避
難
元
市
町
村
）

に
次
の
内
容
に
つ
い
て
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
避
難
先
が
変
わ
ら
れ
た
と
き
も
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
氏
名
（
通
称
が
住
民
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
外
国
人
住
民
は
、
氏
名
・

通
称
）
や
生
年
月
日
な
ど

●
避
難
元
の
住
所

●
避
難
先
の
所
在
地
、
連
絡
先
電
話

番
号

※
同
一
世
帯
員
と
と
も
に
避
難
し
て

い
る
場
合
は
そ
の
人
の
情
報
も
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
避
難
元
市
町
村
の
連
絡
先
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班

　
内

線
3
3
2
3
・
5

食
品
な
ど
の
放
射
性
物

質
検
査
に
つ
い
て

〜
7
月
か
ら
検
査
内
容
の
一
部
が
変

更
と
な
り
ま
す
〜

　
市
で
は
、
自
宅
な
ど
で
消
費
す
る

食
品
な
ど
の
放
射
性
物
質
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
7
月
か
ら
検
査

品
の
持
ち
込
み
は
、
毎
週
火
・
木
曜

日
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
市
役
所
が
休
み
の
場
合
は
そ
の
翌

　
ま
た
、
野
菜
の
直
売
も
行
っ
て
お

り
、
有
機
肥
料
で
生
育
し
た
野
菜
を

買
う
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
海
老
原
さ
ん
は
、
農
業
後
継
者
の

育
成
の
た
め
に
「
千
葉
県
指
導
農
業

士
」
に
認
証
さ
れ
て
い
て
、
千
葉
県

農
業
大
学
校
の
生
徒
な
ど
の
研
修
生

を
10
人
以
上
受
け
入
れ
、
後
継
者
育

成
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
海
老
原
さ
ん
に
今
後
の
農
業
に
つ

い
て
伺
う
と
「
今
の
農
業
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
農
業
は
、
医
療
・
教
育
・

福
祉
・
環
境
の
い
ず
れ
に
も
関
わ
れ

る
職
業
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
農
業
で
何
が
で
き
る
か
、「
え

び
ち
ゃ
ん
農
園
」
も
そ
の
一
つ
で
す

が
、
農
業
の
可
能
性
を
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
自
家
製
の
有
機
肥
料
を
使
っ
た
、

安
心
安
全
で
お
い
し
い
野
菜
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5
2

　
今
回
は
体
験
型
貸
農
園
を
営
ん
で

い
る
「
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
」
の
園
主

で
あ
る
海
老
原
進
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

　
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
は
、
市
民
農
園

促
進
法
に
基
づ
く
市
内
で
初
め
て
の

農
園
で
、
開
園
し
て
今
年
で
3
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
一
区
画
30
平
方
㍍
の
農
園
を
25
区

画
貸
し
出
し
、
月
2
回
、
指
導
農
業

士
の
海
老
原
さ
ん
が
講
習
会
を
行
い

指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
農
具
や
資
材
な
ど
は
農
園
に
用
意

さ
れ
て
い
る
た
め
会
員
の
多
く
は
手

ぶ
ら
で
来
て
、
農
作
業
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
4
月
か
ら
2
月
ま
で
の
契

約
期
間
で
約
30
品
目
の
野
菜
を
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
海
老
原
さ
ん
は
、
白
井
に
根
付
く

土
着
菌
を
培
養
し
て
発
酵
さ
せ
た
自

家
製
の
有
機
肥
料
を
使
っ
て
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
肥
料
で
収
穫

し
た
野
菜
は
味
が
違
う
と
い
い
ま
す
。

「
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
」
で
も
化
学
肥

料
を
一
切
使
わ
な
い
、
完
全
有
機
肥

料
で
野
菜
を
生
育
さ
せ
て
い
ま
す
。

発
見
!
白
井
の
仕
事
人
40

〜
農
業
の
可
能
性
を
求
め
て
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
び
ち
ゃ
ん
農
園

会員の皆さんに指導する海老原さん

えびちゃん農園の畑の様子

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
8
月
1
日
㈪
は
次
の
市
税
な
ど
の

納
期
限
で
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
2

期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
1
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
1
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
1
期

分
）

　
市
税
な
ど
は
納
期
限
内
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延

滞
金
が
掛
か
り
ま
す
）。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
市
税
な
ど
（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
除
く
）
は
、
納
期
限

内
で
あ
れ
ば
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
収
税
課
収
税
班
　
内
線
3
1
2

1
〜
6

日
と
な
り
ま
す
。

　
食
品
は
、
検
査
を
正
確
に
行
う
た

め
食
べ
ら
れ
る
部
分
を
細
か
く
刻
み
、

3
0
0
㌘
以
上
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

に
入
れ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飲
料
物
は
、
2
㍑
以
上
を
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
検
査
結
果
は
検
査
の
翌
日
（
市
役

所
が
休
み
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
に
、

商
工
振
興
課
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
郵
送
で
希
望
す
る
場
合
は
82
円
切

手
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
民
ま
た
は
市
内
事
業
者

（
事
前
申
し
込
み
）

検
査
品
目

　
自
宅
や
事
業
所
な
ど
で

消
費
さ
れ
る
食
品
お
よ
び
飲
料
物

※
土
壌
は
対
象
外
で
す
。

検
査
費
用
　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
直
接
商
工
振
興
課

内
線
3
2
4
2
へ

　市では、男女共同参画社会の実現のため、平成28年4月から「白井市
男女平等推進行動計画＜2016 ～ 2025＞」をスタートしました。
❖計画の位置づけ
　市の最上位計画である第5次総合計画の将来像を男女共同参画の視点
から実現する個別計画で、次のとおり位置付けます。
●男女共同参画社会基本法に基づく市町村男女共同参画計画
●DV（配偶者間暴力）防止法に基づく市町村DV防止基本計画
●女性活躍推進法に基づく市町村女性活躍推進計画
計画期間　平成28年度～ 37年度（10年間）
計画構成　この計画では、男女共同参画の推進に関する市の基本的な考
え方や施策を定めています。なお、具体的な取り組みは5年ごとの実施
計画を別途策定します。
❖計画の基本的な考え方
　～誰もが自分らしく輝ける、誰もがその人らしさを尊重できる、真の
　男女平等社会の実現～
　市は、男女平等社会を「全ての人が性別に縛られず、それぞれの意思
と能力に応じて多様な生き方・働き方ができる社会、自分自身の自分ら
しさ（それぞれの選んだ生き方・働き方）を肯定でき、かつ、他者の自
分らしさを尊重できる社会」と定義し、その実現に向けて取り組みます。
❖計画の3つの視点
　計画実現のために全体の取り組みにおいて意識する視点として、①意
識づくり「気付くこと」②次世代づくり「育むこと」③環境づくり「動
かすこと」の3点を設けています。
❖計画の体系
　全体を次の4つの分野に分けて整理しています。

①誰もがその人らしさを尊重できる社会をつくろう　
　誰もが「らしさ」を尊重できる社
会にするため、講座や啓発の実施、
学校教育での取り組みにより、人権
意識や男女平等意識の醸成を図りま
す。
②誰もがさまざまな舞台で自分らし
く輝ける社会をつくろう
　誰もが社会のさまざまな舞台で性別にとらわれることなく、その意思
と能力に応じ活躍できることが重要です。
　家庭や地域、職場・労働、市政への男女共同参画のための環境整備と
支援を行います。
③誰もが安心して健やかに生きられる社会をつくろう
　男女が互いの身体的性差を十分に理解し合い、人権を尊重し、思いや
りを持つことは、男女共同参画社会の形成に当たっての前提です。
　DVや虐待の防止と被害者への相談支援、男女共同参画の視点を反映
した防災、災害対策に関する取り組み、性差に基づく男女固有の健康上
の課題への支援と理解の促進などを行います。
④男女平等の達成のために市が取り組むこと
　市民参加および内外の連携による推進体制を構築するほか、女性活躍
推進法に基づく特定事業主行動計画を推進します。
❖計画の進捗評価
　毎年進行管理を行い実施状況を評価し、その結果を公開します。計画
書は、市役所1階情報コーナー、図書館、市ホームページで公開しています。
問　企画政策課男女共同参画室　内線3354

新たな「男女平等推進行動計画」をスタート

◆
交
通
安
全
運
動
の
重
点
目
標

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

●
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
1
・
2



2016.7.13

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　10月29日㈯に白井総合公園で
「ときめきマルシェ」を開催しま
す。開催にあたり出店者の募集
を行っています。
　出店要綱や申し込み方法など
の詳細は、facebookをご覧の上、
7月29日㈮までに申し込んでくだ
さい。
　facebookのページは、登録し
なくても見ることができます。
出店料　1,000円
■問　ときめきマルシェプロジェ
クト代表　宮崎　☎090（4370）
0802、市民活動支援課市民活動
支援班　内線3152へ

「ときめきマルシェ」
出店者募集中

　私たちが利用している天然ガスのほとんどは、
海外から輸入しています。その後「都市ガス」
としてガスを製品化するまでの工程や安全に使
用するための注意点、ガスの性質について液体
窒素を利用した超低温世界の実験も交えながら
紹介します。
　親子で学んでみませんか。
日時　8月4日㈭　午前10時30分～正午
場所　保健福祉センター
対象　市内在住の小学生とそ
の保護者　20組（申し込み順）
持ち物　筆記用具
参加費　無料
■申・■問　電話か直接商工振興
課商工振興班　内線3242へ

都市ガスが届くまで
～冷熱実験を通して学ぼう～

夏休み親子消費者教室 ◆
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

　
現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
の
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）・
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期
限
は
、

7
月
31
日
㈰
で
す
。

　
8
月
1
日
㈪
か
ら
使
用
す
る
保
険

証
は
、
7
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便

（
一
部
を
除
く
）
で
郵
送
し
ま
す
。

　
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
記
載
内

容
に
間
違
い
が
な
い
か
、
世
帯
の
加

入
者
分
の
保
険
証
が
届
い
て
い
る
か

を
確
認
し
、
間
違
い
が
あ
る
場
合
は

保
険
年
金
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
8

月
1
日
㈪
以
降
に
保
険
年
金
課
窓
口

ま
た
は
各
セ
ン
タ
ー
へ
返
却
す
る
か
、

細
か
く
裁
断
な
ど
し
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

◎
医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合
に

つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
機

関
窓
口
で
の
負
担
割
合
は
1
割
ま
た

は
3
割（
現
役
並
み
所
得
の
人
）で
す
。

こ
の
負
担
割
合
は
毎
年
8
月
1
日
を

基
準
日
と
し
て
判
定
さ
れ
、
保
険
証

の
右
下
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
役
並
み
所
得
の
人
と
は
、
平

成
28
年
度
市
民
税
の
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
以
上
の
人
（
属
す
る
世

帯
員
を
含
む
）
で
す
。

◎
基
準
収
入
額
申
請
で
3
割
負
担
を

１
割
負
担
に
変
更

　
現
役
並
み
所
得
者
で
3
割
負
担
の

判
定
（
属
す
る
世
帯
員
を
含
む
）
を

受
け
た
人
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
申
請
に

よ
り
負
担
割
合
が
1
割
負
担
に
な
り

ま
す
。

①
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
が
1
人
の
み
で
、
年
収
が
3
8
3

万
円
未
満
の
場
合

②
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
が
2
人
以
上
で
あ
り
、
年
収
の
合

計
額
が
5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

③
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
加
入

者
が
1
人
の
み
で
、
①
に
該
当
し
な

い
場
合
で
申
請
者
と
同
一
世
帯
に
い

る
70
歳
か
ら
74
歳
の
人
と
の
年
収
の

合
計
額
が
5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

◎
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
は
、
高
額
な
医
療
費
が
か
か

る
場
合
に
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

額
が
所
得
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
に

抑
え
ら
れ
る
も
の
で
、
現
在
発
行
し

て
い
る
認
定
証
の
有
効
期
限
は
7
月

31
日
㈰
で
す
。

　
平
成
27
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
28

年
7
月
31
日
ま
で
に
認
定
を
受
け
ら

れ
た
人
で
、
平
成
28
年
8
月
1
日
以

降
も
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の

場
合
は
、
更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
。

更
新
さ
れ
た
認
定
証
を
保
険
証
に
同

封
し
て
送
付
し
ま
す
。

　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人

で
新
た
に
認
定
証
が
必
要
な
場
合
は
、

保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
保
険
年
金

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
年
金
班

　
内

線
3
1
7
9
〜
8
1

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

◆
高
齢
者
受
給
者
証
を
兼
ね
た
被
保

険
者
証
の
更
新

　
70
歳
〜
74
歳
（
70
歳
以
上
）
の
人

後
期
高
齢
者
医
療

国民年金保険料の免除・納付猶予制度
　20歳から60歳までの人は、必ず公的年金に加入しなけれ
ばなりません。国民年金保険料が納め忘れの状態で、万が一、
障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金
や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　失業など経済的な理由で保険料を納付することが困難な場
合は、日本年金機構の審査によって保険料が免除・猶予とな
る「免除制度」や「納付猶予制度」「学生納付特例制度」があ
ります。各制度は2年1カ月前の月分までさかのぼって申請で
きます。
❖免除制度　申請者とその配偶者、世帯主の所得が一定額以
下のときは、申請により納付が全額免除または一部免除（4分
の3、半額、4分の1）されます。承認期間は7月から翌年6月ま
でです。
❖納付猶予制度　申請者とその配偶者の所得が一定額以下の
ときは、申請により納付が猶予されます。この制度は平成28
年7月から50歳未満の人まで拡大されます（6月までは30歳未
満の人が対象の「若年者納付猶予」となります）。承認期間は
7月から翌年6月までです。
❖学生納付特例制度　在学中の申請者とその配偶者の所得が
一定額以下のときは、申請により納付が猶予されます。対象
は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学
校、高等専門学校、専修学校および各種学校（就業年限1年以
上である課程）に在学する学生であることが条件です。承認
期間は4月から翌年3月までです。
❖申請に必要なもの　印鑑、年金手帳、失業した人は「雇用
保険受給資格者証」または「雇用保険被保険者離職証」の写し、
学生の人は「学生証」の写しなどです。
■問　日本年金機構船橋年金事務所　☎047（424）8811、市保
険年金課保険年金班　内線3174・5

を
対
象
と
し
た
高
齢
者
受
給
者
証
は
、

被
保
険
者
証
と
一
体
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担
割
合
は

昭
和
19
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
は
1
割
、
昭
和
19
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
は
2
割
、
現
役

並
み
所
得
の
人
は
3
割
で
す
。
こ
の

負
担
割
合
は
毎
年
8
月
1
日
を
基
準

日
と
し
て
判
定
さ
れ
、
保
険
証
の
右

下
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
現
役
並
み
所
得
の
人
と
は
、
70
歳

〜
74
歳
の
国
保
加
入
者
の
う
ち
、
平

成
28
年
度
市
民
税
の
課
税
所
得
が

1
4
5
万
円
以
上
の
人
（
属
す
る
世

帯
員
を
含
む
）
で
す
。

◆
基
準
収
入
額
申
請
で
3
割
負
担
を

1
割
ま
た
は
2
割
負
担
に
変
更

　
70
歳
〜
74
歳
の
現
役
並
み
所
得
の

人
で
、
3
割
負
担
の
判
定
（
属
す
る

世
帯
員
を
含
む
）
を
受
け
た
人
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
割

合
が
1
割
ま
た
は
2
割
負
担
に
な
り

ま
す
。

①
世
帯
内
の
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
1
人
の
み
で
、
年
収
が
3
8
3

万
円
未
満
の
場
合

②
世
帯
内
の
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
2
人
以
上
で
あ
り
、
年
収
の
合

計
額
が
5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

③
世
帯
内
の
70
歳
以
上
の
国
保
加
入

者
が
1
人
の
み
で
、
①
に
該
当
し
な

い
場
合
で
、
申
請
者
と
同
一
世
帯
の

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
さ
れ
た
人
と
の
年
収
の
合
計
額

が
5
2
0
万
円
未
満
の
場
合

◆
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
は
、
高
額
な
医
療
費
が
か
か

る
場
合
に
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

額
が
所
得
に
応
じ
た
限
度
額
ま
で
に

抑
え
ら
れ
る
も
の
で
、
現
在
発
行
し

て
い
る
認
定
証
の
有
効
期
限
は
7
月

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、
加
入
者

が
収
入
に
応
じ
て
保
険
税
（
料
）
を

負
担
し
合
い
、
医
療
費
に
充
て
る
と

い
う
「
助
け
合
い
」
の
制
度
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
に
か
か
る
通
知
書
を
送

付
し
ま
す

【
普
通
徴
収
】

　
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
な
ど
で

納
付
す
る
人
に
は
、
納
税
・
納
入
通

知
書
を
7
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

納
期
は
7
月
か
ら
2
月
ま
で
の
年
8

回
、
各
月
末
と
な
り
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
人
は
、
納
期
ま
で
に

残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収
】

　
年
金
の
収
入
が
年
額
18
万
円
以
上

な
ど
の
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
人

は
、
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

特
別
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
7
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
金
額
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
両
方
で

納
付
】

　
10
月
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ

る
人
に
は
、
納
税
・
納
入
通
知
書
兼

特
別
徴
収
開
始
通
知
書
を
7
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

◆
納
税
・
納
入
義
務
者

【
国
保
】

　
納
税
義
務
者
は
、
住
民
票
上
の
世

帯
主
で
す
。
国
保
税
は
加
入
者
一
人

一
人
の
所
得
額
や
加
入
者
数
な
ど
に

よ
っ
て
世
帯
ご
と
に
算
出
し
ま
す
。

　
世
帯
主
が
国
保
以
外
の
健
康
保
険

（
職
場
の
社
会
保
険
な
ど
）
に
加
入

し
て
い
る
場
合
で
も
、
世
帯
主
が
国

国
民
健
康
保
険
税
と
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
税
の
納
税
義
務
者
で
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　
納
入
義
務
者
は
加
入
者
本
人
で
す
。

国
保
と
異
な
り
世
帯
主
で
は
な
く
加

入
者
一
人
一
人
が
保
険
料
の
納
入
義

務
者
で
す
。

◆
国
保
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
算
定

【
平
成
28
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人
】

　
28
年
度
中
に
75
歳
と
な
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
人
の

国
保
税
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
と
重
複
し
な
い
よ
う
に
75
歳
の
誕

生
月
以
降
分
の
税
額
を
あ
ら
か
じ
め

減
額
し
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し

た
後
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

75
歳
に
な
っ
た
後
に
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

【
平
成
28
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
人
】

　
28
年
度
中
に
40
歳
に
な
る
人
は
、

介
護
保
険
第
2
号
被
保
険
者
と
な
り
、

そ
の
人
の
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る

月
か
ら
介
護
分
（
国
保
税
）
の
負
担

が
発
生
し
ま
す
。

　
該
当
者
に
は
40
歳
到
達
後
に
税
額

を
加
算
し
、
国
保
税
変
更
決
定
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

1
月
2
日
以
降
に
転
入

し
た
人
へ

　
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
1
月
2
日
以
降
に

転
入
し
た
人
は
、
市
が
前
住
所
地
へ

平
成
27
年
分
の
所
得
額
の
照
会
を
し
、

回
答
後
に
所
得
割
額
を
加
算
し
た
変

更
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
7
月
中
旬
に
送
付
す
る
通
知
書
は
、

国
保
の
場
合
、
加
入
者
数
に
応
じ
て

計
算
し
た
均
等
割
額
と
、
世
帯
ご
と

に
計
算
し
た
平
等
割
額
を
合
わ
せ
た

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
場
合
、
均
等

割
額
の
み
の
納
入
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に

　
事
情
に
よ
り
国
保
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
納
期
内
の
納
付
が

困
難
な
人
に
対
し
て
、
分
割
納
付
な

ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
災
害
な
ど
の
事
情
に
よ
り
減
免
が

受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
税
班
　
内
線

3
1
7
1
〜
3

被
保
険
者
証
の
更
新

31
日
㈰
で
す
。

　
8
月
1
日
㈪
以
降
も
引
き
続
き
必

要
な
人
は
更
新
手
続
き
が
必
要
な
た

め
、
現
在
持
っ
て
い
る
認
定
証
と
印

鑑
、
保
険
証
を
持
参
し
て
保
険
年
金

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
の
加
入
、
脱
退
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
今
ま
で
入
っ
て
い
た
健
康
保
険
を

脱
退
し
国
保
に
加
入
す
る
時
や
、
国

保
を
脱
退
し
新
た
に
社
会
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
時
は
、
14
日
以
内
に
加

入
又
は
脱
退
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

住
所
・
氏
名
・
世
帯
主
な
ど
が
変
わ
っ

た
時
な
ど
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
勤
め
先
を
退
職
し
た
後
の
健
康
保

険
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
に
継
続
し
て
加
入
す
る
方
法

（
任
意
継
続
）
と
国
保
に
加
入
す
る

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
任
意
継
続
の
手
続
き
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
勤
め
先
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
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ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
毎
月
1
回
の
教
室
で
、
5
〜
6
㌔

㍍
を
歩
き
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

フ
ォ
ー
ム
や
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
な
ど

を
学
ぶ
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
1
回
だ
け
の
参
加
も

可
能
で
す
の
で
、
都
合
の
良
い
日
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
7
月
20
日
㈬
、
8
月
17
日
㈬
、

9
月
21
日
㈬（
小
雨
決
行
、荒
天
中
止
）

時
間

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

集
合
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
健

康
増
進
ル
ー
ム
前

対
象
　
市
内
在
住
者
　
各
30
人
（
申

し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

持
ち
物

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
・
問

　
開
催
月
の
1
日
か
ら
実
施

日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
（
緊
急
連
絡
先
）、

健
康
状
態
を
、
電
話
（
受
け
付
け

　

午
前
9
時
〜
10
時
30
分
、
午
後
5
時

〜
7
時
）
か
直
接
健
康
増
進
ル
ー
ム

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
6
へ

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

個
別
検
診

　
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
2

年
に
1
回
、
集
団
ま
た
は
個
別
の
検

診
の
選
択
が
で
き
ま
す
。

　
個
別
検
診
は
、
本
日
か
ら
平
成
29

年
1
月
31
日
㈫
ま
で
次
の
指
定
医
療

機
関
で
実
施
し
ま
す
。

※
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
利
用
の
場
合
は
、
平
成
28
年
12

月
31
日
㈯
ま
で
で
す
。

　
事
前
申
し
込
み
を
し
た
人
、
2
年

前
に
検
診
を
受
診
し
た
人
に
は
問
診

票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

今
日
か
ら
始
め
る
ロ
コ

モ
予
防
教
室

〜
骨
密
度
測
定
と
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト

で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
〜

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
ロ
コ
モ
）
と
は
、
運
動
器
（
筋
肉
・

神
経
・
関
節
・
骨
）
の
機
能
が
衰
え

て
、
立
つ
・
歩
く
な
ど
の
動
作
が
困

難
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
原
因
の
4

分
の
1
が
ロ
コ
モ
関
連
疾
患
で
あ
り
、

高
齢
に
な
っ
て
か
ら
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
た
め
に
ロ
コ
モ
予
防
が
大
切

で
す
。
ロ
コ
モ
予
防
の
運
動
や
食
事

に
つ
い
て
の
講
話
、
超
音
波
骨
密
度

測
定
、
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
教
室
で
す
。

　
自
分
の
骨
密
度
を
知
り
、
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

日
程
・
場
所

　
8
月
4
日
㈭
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
8
月
7
日
㈰
、

9
日
㈫
・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間
　
①
コ
ー
ス
　
午
前
9
時
30
分

〜
10
時
30
分
、
②
コ
ー
ス
　
午
前
10

時
45
分
〜
11
時
45
分

※
受
け
付
け
は
15
分
前
か
ら
開
始
し

ま
す
。
各
コ
ー
ス
内
容
は
同
じ
で
す
。

対
象
　
20
歳
以
上
で
現
在
骨
粗
し
ょ

う
症
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
人
　

各
コ
ー
ス
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

※
骨
密
度
の
計
測
は
、
は
だ
し
･
右

足
の
か
か
と
で
行
い
ま
す
。
靴
下
や

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
脱
い
で
計
測

し
ま
す
の
で
、
脱
ぎ
着
し
や
す
い
服

装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
持
っ
て
い
る

人
は
健
康
フ
ァ
イ
ル

申
・
問

　
8
月
2
日
㈫
ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
日
程
を
、
電
話
か
E
メ
ー
ル

（
件
名
に
「
今
日
か
ら
始
め
る
ロ
コ

モ
予
防
教
室
」
と
入
力
）
で
健
康
課

健
康
づ
く
り
推
進
班
　
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
4
、

k
en
k
ou
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

　この工事は、大雨などによる家屋や道路の浸水を防ぐため、
雨水管を地中に埋設するものです。工事期間中は交通規制を
行います。
期間　①7月上旬～下旬　
②10月中旬～ 11月下旬
時間　午前9時～午後5時
※8月上旬～ 10月上旬は休
工となります。
交通規制区間
①右図　　部分（市道片側
交互通行）
②右図　　部分（市道車両
通行止め）
■問　上下水道課計画建設班
内線3453

下水道（雨水）工事を行います

白井中学校

テニスコート

白井交差点

過年度工事実施箇所
①工事実施箇所
②工事実施箇所
整備計画区域

　
申
し
込
み
済
み
で
ま
だ
問
診
票
が

届
い
て
い
な
い
人
や
、
新
規
で
受
診

を
希
望
す
る
人
は
、
健
康
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
指
定
医
療
機
関
】

子
宮
頸
が
ん
検
診

白
井
聖
仁
会
病
院
、
森
川
産
婦
人
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

乳
が
ん
検
診（
30
歳
代
・
超
音
波
検
査
）

白
井
聖
仁
会
病
院
、
森
川
産
婦
人
科

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　毎月1回、全6回の教室で、歯科衛生士や栄養士と一緒に「口の健
康・栄養」について学べる教室です。介護予防に役立つ内容で、聞
いたその日から家庭で実践ができます。
　1回だけの参加も可能ですので、
気軽に参加してみませんか。
日程・内容　右表のとおり
対象　市内在住のおおむね65歳
以上（申し込み不要）
参加費　無料
持ち物　筆記用具、手鏡
※冨士センターは上履きを持参
してださい。

介護予防「いきいき夢情報教室」

「いきいき夢情報教室」日程
場所・時間 日程 内容

冨士センター
11：30 ～ 12：00 1回目

7月26日㈫
2回目
8月23日㈫
3回目
9月27日㈫

第1回目
「老化は口から」
第2回目
「バランスの良い食事
について」
第3回目
「何をどれだけ食べた
らいいの？」

保健福祉センター
15：00 ～ 15：30

※第4回目以降は順次お知らせします。両会場とも
内容は同じです

高齢者福祉課からのお知らせ

〜
9
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は

　
　
　
　
　「
老
人
福
祉
週
間
」
〜

結
婚
50
周
年
の
夫
婦
と

三
世
代
夫
婦
同
居
世
帯

へ
記
念
品
を
贈
り
ま
す

　
市
で
は
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て

結
婚
50
周
年
（
金
婚
）
の
夫
婦
と
三

世
代
夫
婦
同
居
（
三
夫
婦
）
世
帯
に

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
対
象
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

金
婚
夫
婦

　
昭
和
41
年
9
月
1
日
か

ら
昭
和
42
年
8
月
31
日
ま
で
の
間
に

婚
姻
届
を
提
出
し
、
と
も
に
市
内
に

居
住
し
て
い
る
夫
婦

三
夫
婦
世
帯

　
平
成
27
年
9
月
1
日

か
ら
28
年
8
月
31
日
ま
で
の
間
に
三

世
代
の
夫
婦
に
な
り
、
三
夫
婦
と
も

市
内
に
同
居
し
て
い
る
世
帯

申
・
問

　
該
当
し
て
い
る
夫
婦
、
世

帯
の
人
は
、
住
所
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏

名
、
電
話
番
号
、
金
婚
の
場
合
は
婚

姻
日
と
現
在
の
本
籍
地
を
7
月
29
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
で
高
齢
者
福
祉
課

高
齢
者
支
援
班

　
☎
（
4
9
7
）
3

4
8
4
へ

　若々しく美しいウオーキングフォームを身につけてみませんか。肩こりや腰痛対策
にもなります。
日程・内容　右表のとおり
対象　初めて受講する市内在住
の65歳以上　各会場40人（申し
込み順）
講師　NPOウオーキング研究所
駒崎優さん
参加費　無料
■申　7月22日㈮までに電話で高齢者福祉課高齢者支援班　☎（497）3484へ

「バランスウオーキング教室」参加者募集

「バランスウオーキング教室」日程
場所・時間 日程 内容

冨士センター
10：00 ～ 11：30

7月26日㈫
8月23日㈫
9月27日㈫
10月11日㈫
11月22日㈫
12月13日㈫

ウオーキングの基礎
と姿勢の見直しなど
※屋外でのウオーキ
ングはありません。保健福祉センター

13：30 ～ 15：00

※両会場とも内容は同じです。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
北
総
白
井
病
院
、
東

邦
鎌
谷
病
院
（
鎌
ケ
谷
市
）

乳
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
・
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

白
井
聖
仁
会
病
院
、
北
総
白
井
病
院
、

東
邦
鎌
谷
病
院
（
鎌
ケ
谷
市
）

※
休
診
日
は
、
各
医
療
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班

　
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5

保
健
師
で
す

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
家
族
に
勧
め
ら
れ
て
受
診
し
た
男

性
と
、
毎
年
見
送
っ
て
い
た
胃
が
ん

検
診
を
や
っ
と
の
思
い
で
受
け
に
来

ら
れ
た
女
性
の
話
を
聞
い
て
、
二
人

と
も
、
自
分
の
健
康
に
気
を
か
け
て

い
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

　
働
き
盛
り
の
年
代
は
、
仕
事
や
家

事
、
子
育
て
な
ど
何
か
と
忙
し
い
で

す
が
、
一
番
健
康
に
気
遣
っ
て
ほ
し

い
年
代
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
忙
し
い
か
ら
と
自
分
の

体
の
こ
と
を
後
回
し
に
し
て
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
の
体
を
知
る
た
め
に
、
年
に

1
回
は
職
場
や
市
の
健
（
検
）
診
を

受
け
、
受
診
結
果
を
き
ち
ん
と
見
ま

し
ょ
う
。
毎
年
続
け
て
受
け
て
い
る

人
は
、
そ
の
結
果
と
比
較
し
な
が
ら
、

自
分
の
体
の
変
化
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
7
月
か
ら
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
、
乳
が
ん
検
診
（
白
井
市
は
2

年
に
1
回
受
診
可
能
）
が
始
ま
り
ま

す
。
健
診
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

で
す
。
定
期
的
な
健
診
で
自
分
の
体

を
見
直
し
、
健
診
後
の
結
果
な
ど
で

何
か
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
保
健
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

保
健
師
　
今
井
利
恵

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
健
康
管
理
は

で
き
て
い
ま
す
か
。

　
今
回
私
は
、
市
で
実
施
し
て
い
る

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
に

来
ら
れ
た
40
歳
代
の
男
性
と
女
性

に
検
診
を
受
け
よ
う
と
し
た
理
由
、

き
っ
か
け
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

「
家
族
が
私
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、

胃
が
ん
検
診
を
申
し
込
ん
で
い
た
の

で
、
初
め
て
市
の
検
診
に
来
ま
し

た
。
会
社
で
一
般
の
健
診
は
受
け
て

い
ま
す
が
、
が
ん
検
診
は
病
院
に
行

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ

と
お
っ
く
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
問
診
票
が
届
い
た
の
で
、
こ

れ
を
機
に
き
ち
ん
と
受
け
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
」

　「
健
康
管
理
に
は
気
を
つ
け
て
い

ま
す
が
、
い
つ
か
受
け
よ
う
と
思
い

つ
つ
も
気
分
が
の
ら
ず
、
な
か
な
か

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
胃
が
ん
検
診
は
初
め
て
で
、

バ
リ
ウ
ム
が
き
ち
ん
と
飲
め
る
か
心

配
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
続
け
て
受

け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
、
話

自
分
の
健
康
管
理
は
で
き
て
い
ま
す
か

　

〜
定
期
的
に
健
診
・
検
診
を
受
け
て

　
　
　
　

自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
〜

道
路
上
に
張
り
出
し
て

い
る
樹
木
な
ど
の
適
正

管
理
に
ご
協
力
を

　
自
宅
の
木
の
枝
葉
や
草
が
市
道
な

ど
の
道
路
上
に
張
り
出
し
て
は
い
ま

せ
ん
か
。

　
自
宅
な
ど
私
有
地
の
樹
木
や
竹
の

枝
、
生
垣
や
草
な
ど
が
車
道
や
歩
道

に
張
り
出
し
て
い
る
と
、
自
動
車
や

歩
行
者
な
ど
の
通
行
に
支
障
を
き
た

す
だ
け
で
な
く
、
視
界
を
さ
え
ぎ
り

事
故
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
今
一
度
所
有
地
を
見
回

り
し
て
、
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

　
自
動
車
や
歩
行
者
の
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
た
め
に
、
車
道
の
場
合

せん定をお願いします
は
4
・
5
㍍
、
歩
道
の
場
合
は
2
・

5
㍍
の
高
さ
の
範
囲
に
通
行
の
妨
げ

に
な
る
樹
木
な
ど
が
入
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
（
右
図
参
照
）。

問
　
道
路
課
維
持
管
理
班

　
内
線

3
2
1
5

2.5m

4.5m



2016.7.15

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

第13回
「統合失調症のお話②」

　今回は統合失調症の症状「陽性症状」についてのお話
です。統合失調症の代表的な症状に「幻覚」と「妄想」
があります。
　幻覚は、実際にはないものが感覚として感じられるこ
とで、最も多いのが聴覚についての幻覚です。つまり「誰
もいないのに人の声が聞こえてくる」というような幻聴
です。人により違いますが「お前はばかだ」などと本人
を責めたり、命令や本人を監視しているような内容があ
ります。
　妄想は、他人から見ると明らかに誤った内容なのに、
本人はそうと信じて訂正できない考えのことです。「外の
敵が自分を襲おうとしている」という被害妄想や「自分
には世界を動かす力がある」という誇大妄想などです。
　妄想に近いもので「考えていることが声となって聞こ
えてくる」「自分の意思に反して誰かに考えや体を操られ
る」「自分の考えが世界中に知れわたっている」など、考
えや行動と関連付けられる症状もあります。
　また、思考と行動の障がいもあります。これにより意
味が通じない発言をしたり、行動にまとまりがなくなっ
たりと、日常生活を続けることが困難になる場合もあり
ます。
　これらの症状は、なかなか理解されにくいため、周囲
から孤立しがちです。幻覚や妄想に対して、無理に話を
合わせる必要はありませんが、本人がそれによりつらい
思いをしていることを理解し、寄り添ってあげてください。
　これらの幻覚や妄想などを「陽性症状」といいます。
次回は「陰性症状」について紹介します。
※「統合失調症のお話①」は5月1日号で紹介しています。
■問　社会福祉課障害福祉班　☎（497）3483

～陽性症状について～

7
月
は
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
強
調
月

間
で
す

◆
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
達

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
推
進

に
あ
た
り
、
6
月
2
日
に
市
の
保
護

司
が
集
ま
り
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

全
て
の
人
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
改
善
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
「
チ
カ
ラ
」
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安

心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
66
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　
市
で
は
、
強
調
月
間
に
市
の
保
護

司
が
中
心
と
な
り
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
中

学
校
へ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
と
声
掛

け
や
講
演
な
ど
の
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

◆
印
西
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
設
置

　
6
月
に
県
内
で
10
番
目
と
な
る
、

白
井
市
・
印
西
市
担
当
地
区
の
更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
印
西
市

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
に
お
け
る
更
生
保
護
活
動

の
拠
点
で
、
国
か
ら
任
命
さ
れ
た
経

験
豊
富
な
保
護
司
（
企
画
調
整
保
護

司
）
が
常
駐
し
、
保
護
司
の
処
遇
活

動
の
支
援
、
犯
罪
・
非
行
の
予
防
活

動
、
更
生
保
護
関
係
の
情
報
提
供
な

ど
を
行
い
ま
す
。 

所
在
地
　
印
西
市
立
中
央
駅
前
地
域

交
流
館
（
印
西
市
）

開
所
日

　
火
・
水
・
木
・
土
曜
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

問
　
社
会
福
祉
課
厚
生
班
　
☎
（
4

9
7
）
3
4
8
2

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な
状

態
と
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
そ
の
経
済
的
負
担
を
社
会

全
体
で
支
え
合
う
社
会
保
険
制
度
で

す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
は
、
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
保
険
料
と
、

国
や
県
、
市
の
公
費
、
利
用
者
負
担

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
め
方

◆
第
1
号
被
保
険
者

　
65
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
の
属

す
る
月
分
か
ら
市
に
納
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
前
年
の
所
得
や
世
帯
の
状
況
な
ど

に
基
づ
い
て
段
階
が
分
か
れ
、
個
人

ご
と
に
決
定
し
ま
す
（
表
1
参
照
）。

納
付
方
法

　
年
金
か
ら
差
し
引
き
さ
れ
る
特
別

徴
収
と
、
納
付
書
に
よ
る
普
通
徴
収

の
2
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

特
別
徴
収

　
老
齢
（
退
職
）
年
金
、
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
の
い
ず
れ
か
が
年
額
18
万

円
以
上
の
人
は
、
年
金
の
定
期
支
払

い
の
際
、
年
金
か
ら
あ
ら
か
じ
め
差

し
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
4
・
6
月
は
、
前
年
度
の
2
月
の

保
険
料
と
同
額
を
仮
徴
収
し
、
8
・

10
・
12
・
2
月
は
、
決
定
し
た
平
成

28
年
度
分
の
介
護
保
険
料
額
か
ら
す

で
に
納
め
て
い
る
仮
徴
収
分
を
差
し

引
き
4
等
分
し
た
額
を
徴
収
し
ま
す
。

普
通
徴
収

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

7
月
15
日
㈮
に
郵
送
す
る
納
付
書
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

①
老
齢
・
退
職
・
障
害
・
遺
族
年
金

が
年
額
18
万
円
未
満
の
人

②
年
度
の
途
中
で
第
1
号
被
保
険
者

（
65
歳
）
に
な
っ
た
人

③
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人

④
年
度
の
途
中
で
保
険
料
段
階
区
分

が
変
更
に
な
っ
た
人

※
②
③
④
は
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ

る
ま
で
の
間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

食
費
・
部
屋
代
の
負
担
軽

減
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
）
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
利
用
す
る
人
の
食
費
・
部
屋

表1　65歳以上の人（第1号被保険者）の保険料額（年額）

段階 所得状況 保険料率
（ ）は公費負担後

保険料額

1

生活保護受給者・老齢福祉年金受給者（市民税
世帯非課税）、世帯全員が市民税非課税で本人
の前年の公的年金等収入と前年の合計所得金額
の合計が80万円以下の人

基準額×0.50
（基準額×0.45）

27,600円
（24,840円）

2
世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の公
的年金等収入と前年の合計所得金額の合計が
80万円超120万円以下の人

基準額×0.60 33,120円

3
世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の公
的年金等収入と前年の合計所得金額の合計が
120万円超の人

基準額×0.65 35,880円

4
本人が市民税非課税で、世帯の中に市民税課
税者がいるが、本人の前年の公的年金等収入と
前年の合計所得金額の合計が80万円以下の人

基準額×0.85 46,920円

5
本人が市民税非課税で、世帯の中に市民税課
税者がいるが、本人の前年の公的年金等収入と
前年の合計所得金額の合計が80万円超の人

基準額×1.00 55,200円

6 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
120万円未満の人 基準額×1.20 66,240円

7 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
120万円以上190万円未満の人 基準額×1.30 71,760円

8 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
190万円以上290万円未満の人 基準額×1.50 82,800円

9 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
290万円以上400万円未満の人 基準額×1.70 93,840円

10 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
400万円以上600万円未満の人 基準額×1.80 99,360円

11 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が600万円以上800万円未満の人 基準額×1.90 104,880円

12 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
800万円以上の人

基準額×2.00 110,400円

第1段階にある（　）については、平成27年度から実施している公費による低所得者の
負担軽減を行った後の額です。

（ ）は公費負担後

（基準額） ※月額4,600円

代
は
、
本
人
負
担
が
原
則
で
す
が
、

低
所
得
の
人
に
つ
い
て
は
負
担
軽
減

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
法
改
正
で
、
公
的
年
金
な

ど
の
収
入
に
、
遺
族
年
金
や
障
害
年

金
な
ど
の
非
課
税
年
金
を
加
え
て
利

用
者
負
担
段
階
の
計
算
が
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
（
表
2
参
照
）。

自
己
負
担
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
の
利
用
に
か
か
る
自
己

負
担
は
、
原
則
課
税
状
況
や
所
得
金

額
に
応
じ
て
1
割
ま
た
は
2
割
負
担

と
な
り
ま
す
。
負
担
割
合
の
有
効
期

間
は
毎
年
8
月
1
日
か
ら
翌
年
7
月

末
ま
で
の
1
年
間
で
、
負
担
割
合
証

は
7
月
末
に
市
か
ら
要
支
援
・
要
介

護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上

の
第
1
号
被
保
険
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
と
併
せ
て

事
業
者
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ
納
付
場
所

　
市
役
所
、
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

◆
第
2
号
被
保
険
者

　
64
歳
ま
で
の
介
護
保
険
料
は
、
40

歳
を
迎
え
る
誕
生
日
の
前
日
の
属
す

る
月
分
か
ら
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
者
に
納
め
ま
す
。

　
詳
細
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

早
め
に
相
談
を

　
保
険
料
を
滞
納
し
た
ま
ま
に
す
る

と
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付

が
制
限
さ
れ
ま
す
。
事
情
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申

請
す
る
こ
と
で
保
険
料
の
猶
予
や
分

割
納
付
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

表2　負担限度額（1日あたり）

利用者負担段階
居住費などの負担限度額 食費の

負担限
度額

ユニット
型個室

ユニット
型準個室

従来型
個室 多床室

1
本人および世帯全員が住民税非課
税で、老齢福祉年金の受給者、生
活保護の受給者

820円 490円 490円
（320円） 0円 300円

2

本人および世帯全員が住民税非
課税で、合計所得金額＋課税年
金収入額（＋非課税年金収入額）
が80万円以下の人

820円 490円 490円
（420円）370円 390円

3
本人および世帯全員が住民税非
課税で、利用者負担段階第2段階
以外の人

1,310円 1,310円 1,310円
（820円）370円 650円

※介護福祉老人施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額
は（　）の金額です。
※次の①②のいずれかの場合は対象になりません。
①住民税非課税世帯でも世帯分離している配偶者が住民税課税
②住民税非課税世帯（世帯分離している配偶者も非課税）でも預貯金などが単身
1,000万円、夫婦2,000万円を超える

かぼちゃプリン

1日の野菜摂取目標量350㌘
　かぼちゃの皮には食物繊維が多く、皮ご
と食べられる簡単レシピです。
材料（5人分）かぼちゃ（皮つき）120㌘、
牛乳250cc、砂糖大さじ3、卵1個、バニラエッセンス少々
作り方　①かぼちゃは適当な大きさに切り、鍋でゆでるかラッ
プをして電子レンジで柔らかくなるまで加熱する。
②全ての材料をミキサーにかけて、耐熱容器に分ける。
③160 ～ 170度に予熱したオーブンで30分焼く。
1人当たりの栄養価　87㌔㌍
野菜の量　120㌘　調理時間　40分

かぼちゃプリン

【やさいのポイント】美容と健康に！かぼちゃパワー
　かぼちゃはビタミンE、ベータカロテン、食物繊維
が豊富に含まれています。ビタミンＥやベータカロ
テンは抗酸化作用があり、しみやしわをできにくく

する働きがあります。また、かぼちゃの食物繊維は便秘を防
ぎ、血糖値やコレステロール値を下げる効果があります。

健康課栄養士

　育児支援講座
「卒乳・断乳と育
児のトラブル」を
開催します。
日 時　7月20日 ㈬
午後2時～
場所　子育て支援

センターふれんど（南山保
育園内）
対象　市内在住の乳幼児と
保護者　20組（申し込み順）
講師　助産師　河上千恵子
さん
■申・■問　本日の午前9時
から電話か直接ふれんど
（南山保育園内）☎（491）
1131へ

子育て支援施設
子育て支援センターふれんど

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

市民プール利用料金
区分 利用料金

市内
在住
者

一般・高校生
・大学生 450円

小・中学生 150円
幼児（4歳以上） 100円

市外
在住
者

一般・高校生
・大学生 750円

小・中学生 300円
幼児（4歳以上） 150円

※6回分の料金で7回利用でき
る回数券も販売しています。

市
民
プ
ー
ル

　
　
　
　

　
　
　
本
日
オ
ー
プ
ン

〜
9
月
11
日
㈰
ま
で
〜

　
市
民
プ
ー
ル
は
豪
快
な
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
流
れ
る
プ
ー

ル
、
25
㍍
プ
ー
ル
、
ち
び
っ
こ
プ
ー

ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

利
用
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
場
は
午
後
4
時
ま
で
）

利
用
料
金

　
左
表
の
と
お
り

利
用
方
法
　
市
内
在
住
者
は
利
用

カ
ー
ド
を
提
示
し
、
市
民
プ
ー
ル
窓

口
で
入
場
券
を
購
入

※
市
内
在
住
で
利
用
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
な
い
人
は
、
市
役
所
ま
た
は
各

セ
ン
タ
ー
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
1
世
帯
に
つ
き
1
枚
発
行
、

有
効
期
限
な
し
）。

問
　
市
民
プ
ー
ル

　
☎
（
4
9
2
）

3
1
1
3



市民文化祭展示大会部門募集案内
部門 会場・日程 募集案内 申し込み・問い合わせ

写真展

文化センター 2階かおり
ホール　
11月2日㈬～ 6日㈰

作品テーマは「自由」、作品サイズは額縁外寸60×50㌢㍍以下（W4P～）
で1人2点以内とし、ひもを付けておくこと
※出品予定作品を2L版に印刷し、裏面に題名を記入の上、8月31日㈬まで
に申し込み先へ提出【住所は問い合わせ】

白井写真クラブ
岩立　☎（492）0706
白井写友会
小野　☎（491）4710

手工芸展 原則1人1点まで【詳細は問い合わせ】 アメリカンフラワー教室
伊藤　☎（492）0438

陶芸展 原則縦40㌢㍍、横30㌢㍍以内の作品で1人1点まで 白井市陶芸団体連絡協議会
青木　☎（492）2838

俳句展 10月1日㈯13：00 ～、冨士センターで俳句大会（1人2句まで短冊で提出）
を開催し、大会を経て文化祭へ【詳細は問い合わせ】

白井市俳句会
柳沢　☎（444）7093

絵画展 作品テーマは「自由」、作品サイズは10号以内、1人1点とし、ひもを付け
ておくこと

アトリエF
原田　☎（443）6969

切手展 タイトル・氏名を添付した1フレーム16枚リーフのもの、1人3フレーム以
内まで

白井郵趣会
吉田　☎（491）1343

華道展 文化センター 2階研修室
11月2日㈬・3日㈷ グループ・個人・流派は不問とし、1人1杯まで（花材費は各自負担） 白井市茶華道協会

藤本　☎（492）4564

菊花展 文化センター駐車場
11月2日㈬・3日㈷ 大菊の3本仕立て、福助作り、だるま作り、盆栽、懸

けんがい

崖 白井市菊花愛好会
海老原　☎（491）1378

盆栽・山野草展
文化センター駐車場・2階
研修室
11月2日㈬・3日㈷

1人1点まで、寸法の既定なし 白井市盆栽愛好会
血脇　☎（492）0318

アマチュア無線 文化センター 2階かおり
ホール前　11月3日㈷のみ 自由参加（9：00 ～ 15：00）

白井市無線クラブ
伊藤　☎（491）0603

お茶会
文化センター 2階かおり
ホール楽屋（和室）
11月3日㈷のみ

自由参加（11：00 ～ 15：00） 白井市茶華道協会
中島　☎（497）3939

将棋 西白井複合センター
11月5日㈯・6日㈰

11月5日㈯　一般参加将棋大会、11月6日㈰　小学生将棋大会
いずれも申し込みは当日の9：30 ～、対局は10：00 ～開始

白井将棋愛好会
坂井　☎（491）2702

　11月2日㈬から6日㈰まで、文化センターほかで開催する「市民文化祭展示大会部門」の出品者・
参加者を募集します。募集のない部門で参加を希望する場合は、問い合わせてください。
募集部門　下表のとおり
対象　市内在住・在勤・在学者
参加費　無料
※展示に係る共益的な費用が発生する場合、費用の負担額が発生する場合があります。
■申　参加要件を確認の上、7月21日㈭までに電話で各部門の申し込み担当者へ
■問　白井市民文化祭実行委員会　吉田　☎（491）1343、文化課文化班　☎（492）1123

力作がそろう文化祭に参加してみませんか

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

「
白
井
市
教
育
大
綱
」

を
策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
市
の
教
育
に
関
す
る
総

合
的
な
施
策
の
方
針
と
し
て
、
施
策

の
根
本
と
な
る「
白
井
市
教
育
大
綱
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

に
よ
り
、
市
長
は
地
域
の
実
情
に
応

じ
、
市
の
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な

施
策
の
大
綱
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

た
も
の
で
、
市
長
と
教
育
委
員
会
で

構
成
す
る
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、

協
議
・
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
白
井
市
教
育
大
綱
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
白
井
市
教
育
大
綱
の
概
要
】

◆
教
育
方
針

　
安
全
で
安
心
に
学
べ
る
教
育
環
境

の
整
備
・
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
の

確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
と
体
を
育

む
「
生
き
る
力
」
を
育
て
る
環
境
を

推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
元
気
に
活
躍
で
き

る
よ
う
に
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
・
芸
術

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◆
実
施
期
間

　
平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

◆
基
本
目
標

　
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学
習
の

充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
文
化
芸

術
活
動
の
支
援
を
基
本
目
標
と
し
て

定
め
て
い
ま
す
。

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班
　
内
線

3
4
1
2

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
イ

ベ
ン
ト

①
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
仕
組
み
を
知
っ

て
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
動
か
そ
う

　
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
美
し
い
星
空

を
映
し
出
す
機
械
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
」
の
仕
組
み
を
紹
介
し
た
後
、
実

際
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
機
械
を
操

作
し
ま
す
。

　
惑
星
や
星
座
絵
の
仕
組
み
を
知
る

と
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
見
方
が

違
っ
て
見
え
て
き
ま
す
。

日
時
　
8
月
9
日
㈫
、
10
月
1
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム

対
象

　
小
学
4
年
生
以
上

　
各
日
4

組
（
1
組
4
人
ま
で
、
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
人
5
0
0
円

②
「
望
遠
鏡
を
作
ろ
う
！
」

　
手
作
り
キ
ッ
ト
望
遠
鏡
を
作
成
す

る
講
座
で
す
。
望
遠
鏡
を
作
っ
た
後

は
、
地
球
の
兄
弟
星
（
火
星
・
土
星
）

の
観
察
を
し
ま
す
。

日
時
　
8
月
11
日
㈷
　
午
後
4
時
30

分
〜
6
時
30
分

※
キ
ッ
ト
選
び
と
星
空
案
内
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
7
月
30
日
㈯
の

午
前
10
時
か
ら
1
時
間
行
い
ま
す
。

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室
、

屋
上

対
象

　
小
学
4
年
生
以
上

　
25
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　
2
、
8
0
0
円
ま
た
は
3
、

8
0
0
円
（
材
料
費
）

※
①
・
②
と
も
、
小
学
生
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
①
は
各
開
催
日
の
前
日
ま

で
に
電
話
か
直
接
窓
口
、
②
は
20
日

㈬
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
代
表
者
の

住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
者
全
員
の

氏
名
、
子
ど
も
は
学
校
名
と
学
年
を

記
入
の
上
、
郵
送
か
直
接
〒
2
7
0

―
1
4
2
2

　
白
井
市
復
1
1
4
8

―
8

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎
（
4

9
2
）
1
1
2
5
へ

白井梨マラソン大会
種目 部門 スタート 参加費

2㌔㍍
親子ペア（小学1～ 3年生男女）

9:30
2,000円

小学4～ 6年生男子
1,000円

小学4～ 6年生女子

5㌔㍍
一般男子

39歳以下

9:50

3,500円

40歳以上

一般女子
39歳以下
40歳以上

10㌔㍍

一般男子
29歳以下

10:35

30歳以上49歳以下
50歳以上

一般女子
29歳以下

30歳以上44歳以下
45歳以上

3㌔㍍
中学生男子

10:45 1,000円
中学生女子

　
秋
風
の
中
、
自
然
の
恵
み
を
感

じ
な
が
ら
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
会
日
時

　
10
月
2
日
㈰

場
所
　
白
井
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

種
目
・
部
門
・
ス
タ
ー
ト
時
間
・

参
加
費

　
左
表
の
と
お
り

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　
1
、0
0
0
人（
申
し
込
み
順
）

※
市
外
参
加
者
を
含
め
た
定
員
は

3
、
0
0
0
人
で
す
。

申
　
①
申
込
書
希
望
枚
数
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
、

切
手
（
申
込
書
希
望
枚
数
1
部
の

場
合
は
82
円
、
2
〜
3
部
は
92
円
、

4
〜
6
部
は
1
4
0
円
）
を
同
封

し
郵
送
で
〒
1
5
2
―
8
5
3
2

東
京
都
目
黒
区
原
町
1
―
31
―
9

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
発
送
セ
ン
タ
ー
☎
0
3

（
3
7
1
4
）
7
9
2
4
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
10
時

〜
午
後
5
時
）
へ

②
届
い
た
申
込
書
兼
振
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
7
月
6

日
㈬
か
ら
20
日
㈬
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
郵
便

局
で
手
続
き
（
振
り
込
み
手
数
料

が
別
途
1
3
0
円
掛
か
り
ま
す
）

　
一
般
申
し
込
み
は
7
月
26
日
㈫

か
ら
29
日
㈮
ま
で
ラ
ン
ネ
ッ
ト
・

 h
ttp://ru

n
n
et.jp 

で
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）。
申
し

込
み
に
あ
た
り
、
エ
ン
ト
リ
ー
手

数
料
が
別
途
掛
か
り
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班
　
内
線
3
4
3
6

市
内
優
先
申
し
込
み
ス
タ
ー
ト

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

白
井
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

自然の中を走ってみませんか

「市民文化祭展示大会部門」参加者募集
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

趣
味
・
教
養
・
学
習

日
時
　
21
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象
　
市
内
在
住
の
男
性
　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具

メ
ニ
ュ
ー
　
キ
ー
マ
カ
レ
ー
、
サ
ラ

ダ
、
フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
15
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

陶
芸
窯
利
用
に
つ
い

て
の
講
習
会

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
、

市
民
が
利
用
で
き
る
陶
芸
窯
が
あ
り

ま
す
。
陶
芸
窯
の
使
い
方
を
理
解
し
、

あ
な
た
の
作
品
を
焼
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

※
陶
芸
技
術
（
作
陶
）
の
講
習
会
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
育
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
27
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
15
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
陶
芸
窯
製
作
会
社

　
シ
ン
リ

ュ
ウ
㈱

　
知
井
康
太
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

公  

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
作
る
夏
ら
し
い

「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
を
作
り

ま
せ
ん
か
。
大
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

◆
最
新
出
土
考
古
資
料
展

　
縄
文
時
代
の
丸
木
舟
が
出
土
し
た

遺
跡
や
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
の
調
査

成
果
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

　
7
月
4
日
㈪
〜
平
成
29
年
6

月
23
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

30
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
休
館
）　
入
館
料

　
無
料

問
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
4
8
4
）

0
1
2
6

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
講
演
会

　「
白
井
の
歴
史
と
宗
教
」
の
テ
ー

マ
で
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
7
日
㈭

　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー

　
講
師

　
小
林
正
継
会
員

　
参

加
費
　
2
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

問
　
伊
藤
☎
（
4
9
7
）
1
8
0
9

◆
お
も
ち
ゃ
病
院

　
お
も
ち
ゃ
病
院
連
絡
協
議
会
会
員

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
壊
れ
た
お
も

ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
7
月
10
日
㈰
、
8
月
28
日
㈰
、

9
月
11
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
3
時

　

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

※
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

修
理
費

　
無
料
（
部
品
代
の
み
実
費
）

問
　
近
藤
☎
（
4
9
2
）
2
8
5
8

◆
白
井
平
和
行
進
実
行
委
員
会

①
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進

（
白
井
コ
ー
ス
）

　
核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
21
世
紀
を

目
指
し
て
歩
き
ま
す
。

　
終
了
後
は
桜
台
セ
ン
タ
ー
で
交
流

会
を
行
い
ま
す
。

日
程

　
10
日
㈰
（
雨
天
決
行
）　
集

合
場
所
・
時
間
　
中
木
戸
公
園
・
午

前
8
時
30
分

　
経
由
地
　
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー
、
西
白
井
駅
、
白
井
木

戸
公
園
、
白
井
聖
仁
会
病
院
、
日
本

年
金
機
構
研
修
セ
ン
タ
ー
、
桜
台
セ

ン
タ
ー

※
遠
距
離
の
移
動
は
車
を
用
意
し
ま

す
。

②
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
「
原
爆
と

人
間
」
写
真
展

日
程
・
場
所
　
7
月
17
日
㈰
〜
31
日

㈰
・
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
8
月

2
日
㈫
〜
16
日
㈫
・
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー

問
　
①
は
平
川
☎
（
4
9
1
）
0
4

4
8
、
②
は
池
川
☎
（
4
9
1
）
0

5
0
3

◆
土
地
家
屋
調
査
士
登
記
相
談
会

　
土
地
の
境
界
問
題
や
土
地
分
筆
な

ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日
時
　
13
日
㈬
　
午
前
9
時
〜
正
午

場
所
　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局
、

成
田
出
張
所

問
　
千
葉
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
印

旛
支
部
　
吉
田
☎
0
4
7
6
（
9
8
）

0
8
0
9

◆
S
I
N
C
S
「
歌
い
ま
唱
し
ょ
う
か歌
♪
」

　
日
本
人
の
心
の
原
風
景
で
あ
る
唱

歌
な
ど
、
懐
か
し
く
美
し
い
日
本
の

歌
の
数
々
を
市
内
の
女
声
合
唱
団
有

志
と
一
緒
に
歌
っ
て
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
申
し
込

み
不
要
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
7
月
15
日
㈮
、
8
月
26
日
㈮
、

9
月
16
日
㈮
　
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

参
加
費

　
無
料

問
　
S
I
N
C
S
白
井
自
然
と
芸
術

文
化
の
会

　
平
田
☎
0
8
0
（
4
7

2
7
）
8
7
1
8

◆
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
「
お
あ

し
す
」

　
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も

参
加
で
き
、
手
遊
び
や
人
形
劇
も
楽

し
め
ま
す
。

　
手
作
り
ケ
ー
キ
と
飲
み
物
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
。

日
時
　
7
月
22
日
㈮
、
8
月
26
日
㈮

午
前
11
時
〜
午
後
1
時
　
場
所
　
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費
　
無
料

（
ケ
ー
キ
は
1
個
1
0
0
円
）

問
　
入
江
☎
（
4
9
2
）
2
0
7
0

イ

ベ

ン

ト

①

講
師

　
ク
ロ
ー
バ
ー
の
会

　
白
坂
信

子
さ
ん
、
茂
木
和
江
さ
ん

持
ち
物

　
洗
濯
バ
サ
ミ
5
個
、
メ
ジ

ャ
ー

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
23
日
㈯
ま
で

に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ
ン
タ

ー
へ西  

映
画
上
映
会
「
ハ
ム

レ
ッ
ト
」

　
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
監
督

の
名
作
映
画
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
29
日
㈮

　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
（
自
由
参
加
）

公  

英
米
文
学
講
座

　
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
中
心
に
、
古
典

作
品
を
英
文
テ
キ
ス
ト
で
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

駅  

ハ
ー
ト
カ
フ
ェ
〜
夏
の

ス
イ
ー
ツ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
〜

　
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
人
や

家
族
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
心
の
不

安
な
ど
に
つ
い
て
話
し
な
が
ら
情
報

交
換
や
近
況
報
告
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
8
日
㈮

　
午
後
3
時
〜
4
時

30
分

申
　
6
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  

歴
史
講
座
「
白
井
第

二
小
学
校
区
の
歴
史
」

　
身
近
な
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と

で
、
よ
り
地
域
に
親
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
9
日
㈯
　
午
後
6
時
30
分
〜

8
時
30
分

対
象

　
一
般

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
白
井
市
郷
土
史
の
会

　
小
林

茂
さ
ん

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
公
民

セ
ン
タ
ー
へ

公  

ピ
ラ
テ
ィ
ス
体
験
教
室

　
体
幹
を
鍛
え
て
、
キ
レ
イ
な
姿
勢

を
手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
日
㈫

　
午
前
9
時
30
分
〜

10
時
30
分

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー

　
皆
川
さ
と
み
さ
ん

持
ち
物

　
室
内
履
き
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル

参
加
費
　
2
0
0
円
（
保
険
代
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
9
日
㈯
ま
で

に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ
ン
タ

ー
へ冨  

男
性
料
理
教
室

　
市
の
栄
養
士
に
よ
る
男
性
の
た
め

の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
簡
単
な
家
庭
料
理
に
挑
戦
し
ま
せ

ん
か
。

社  非常勤職員募集
　社会福祉協議会の非常勤職員を募集し
ます。
募集対象　普通自動車免許を持ち、パソ
コン操作ができる地域福祉に強い関心の
あるおおむね60歳まで　1人
勤務場所　社会福祉協議会（保健福祉セ
ンター内）
勤務内容　生活支援・介護予防サービス
に関する業務
勤務期間　8月1日～平成29年3月31日（更
新あり）
勤務日時　週3日　午前9時～午後5時
時給　840円（別途通勤手当あり）
※書類選考の上、面接日は後日連絡します。
■申　履歴書に必要事項を記入し、7月8日
㈮までに郵送か直接社会福祉協議会へ

　日本漢字能力
検定の2～ 10級
を受検すること
ができます。
日程　8月23日㈫
受検時間
右表のとおり
検定料
2級・3,500円、準2～ 4級・2,500円、5～ 7級・
2,000円、8～ 10級・1,500円
持ち物　HBかBの鉛筆かシャープペンシル、
消しゴム
■申　7月19日㈫までに検定料持参の上、直接
白井駅前センターへ

漢字検定
級 受検時間
2級 10：00 ～ 11：00
準2級 11：50 ～ 12：50

8・9・10級 11：50 ～ 12：30
3・5・7級 13：40 ～ 14：40
4・6級 15：30 ～ 16：30※

3
月
ま
で
毎
月
2
回
開
催
し
ま
す
。

時
間

　
午
後
1
時
15
分
〜
2
時
45
分

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
回
3
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

桜   

食
卓
か
ら
元
気
を
！

「
簡
単
！
お
う
ち
イ
タ

リ
ア
ン
」
p
a
r
t
2

　
元
料
理
人
が
教
え
る
簡
単
だ
け
ど

本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
ン
を
作
り
ま
す
。

講
座
開
始
前
に
仕
込
み
を
し
て
い
る

姿
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
程
・
メ
ニ
ュ
ー

　
7
月
27
日
㈬
・

ナ
ン
を
使
っ
た
自
家
製
ピ
ザ
、 

グ
リ

ッ
シ
ー
ニ
ほ
か
、
8
月
24
日
㈬
・
ボ

ロ
ネ
ー
ゼ
、 

鶏
む
ね
肉
の
マ
ス
タ
ー

ド
マ
リ
ネ
ほ
か
（
全
2
回
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時

対
象
　
全
日
程
参
加
で
き
る
市
民
　

12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
N
P
O
法
人
ぽ
れ
ぽ
れ
・
ち

ば
　
伊
藤
修
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
2
回
分

の
材
料
費
）

申
　
7
月
17
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

運
動
公
園
イ
ベ
ン
ト

①
ワ
ン
デ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス

マ
ッ
チ

　
ダ
ブ
ル
ス
の
実
践
試
合
（
女
子
連

C
・
D
級
レ
ベ
ル
）
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
20
日
㈬
　
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
（
雨
天
中
止
）

対
象

　
18
歳
以
上
の
女
性
ペ
ア

　
24

組
（
申
し
込
み
順
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
は
7
月
13
日
㈬
ま
で

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
組
2
、
5
0
0
円
（
保

険
代
ほ
か
）

②
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
教
室

　
短
い
ラ
ケ
ッ
ト
、
小
さ
な
コ
ー
ト
、

軽
い
ボ
ー
ル
で
テ
ニ
ス
を
楽
し
も
う
。

日
時
　
早
朝
コ
ー
ス
　
7
月
26
日
㈫

〜
28
日
㈭

　
午
前
8
時
〜
9
時

　
夕

方
コ
ー
ス

　
8
月
2
日
㈫
〜
4
日
㈭

午
後
5
時
〜
6
時
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
小
学
生
　
各
コ
ー
ス
15
人

（
申
し
込
み
順
）

※
申
込
者
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

持
ち
物

　
帽
子
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
保
険
代

ほ
か
）

申
・
問

　
①
は
7
月
17
日
㈰
、
②
は

7
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
運
動
公
園
☎
（
4
9
7
）
0
2
2

2
へ

③
夏
休
み
「
カ
ブ
ト
ム
シ
捕
り
・
工

作
教
室
」

　
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
カ
ブ
ト

ム
シ
を
捕
ま
え
た
り
、
木
の
枝
や
竹

を
使
っ
て
工
作
を
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
29
日
㈮
、
8
月
5
日
㈮

午
前
9
時
〜
正
午
（
荒
天
中
止
）

対
象

　
小
学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者

各
日
15
組
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

持
ち
物
　
昆
虫
採
集
用
網
、
虫
か
ご
、

帽
子
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
虫
よ
け

ス
プ
レ
ー

参
加
費

　
1
人
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
「
カ
ブ
ト

ム
シ
捕
り
・
工
作
教
室
」、
参
加
希

望
日
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
（
学
年
）、
保
護
者

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
7

月
16
日
㈯（
必
着
）ま
で
に
〒
2
7
0

―
1
4
1
6

　
白
井
市
神
々
廻
1
7

2
8
―
1

　
白
井
運
動
公
園
☎
（
4

9
7
）
0
2
2
2
へ

※
は
が
き
1
枚
に
つ
き
3
人
ま
で
応

募
で
き
、
抽
選
結
果
は
7
月
23
日
㈯

ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

駅  漢字検定

フルーツバスケット

日程表
日程 内容

7月8日㈮ 宗教小説家バニヤン
7月15日㈮ 小説家デフォー
8月12日㈮ 詩人ワーズワース
8月26日㈮ 詩人キーツ
9月9日㈮ 詩人テニソン
9月23日㈮ 小説家ワイルド

2016.7.17



白   わくわく夏休み講座

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

公   夏休み子ども教室
①子どもクッキング
　みんなでちぎりパンを作って食べよう。デザートもあります。
日時　7月23日㈯　午前10時30分～午後1時
対象　小学生　12人（申し込み順）
持ち物　エプロン、三角巾、マスク、布巾、上履き、飲み物
参加費　350円（材料費）

②レクリエーションホール開放
　楽しく体を動かして、いろいろなスポーツを楽しもう。
日時　7月23日㈯、8月6日㈯　午後2時～ 4時
対象　小学生以上（自由参加）
持ち物　上履き、飲み物
■申　①のみ7月15日㈮までに参加費持参の上、直接公民センターへ

①おやこチャレンジ「親子で茶道体験」
　親子で茶道を体験しませんか。初心者向けの体験教室です。
日時　7月16日㈯　午前10時30分～正午
対象　市内在住の小学生とその保護者　5組（応募者多数の場合は抽選）
参加費　1人300円（茶菓代）

②おうちシェフ
　食べることの大切さや料理をする楽しさを体験しよう。
日時　木曜コース　7月21日・28日、8月4日　金曜コース　7月22日・29日、
8月5日　午前10時～午後1時
対象　全日程に参加できる市内在住の小学3～ 6年生　各コース15人
（応募者多数の場合は抽選）
講師　生涯教育インストラクター　吉原美智子さん
持ち物　精白米2合（初回のみ）、エプロン、三角巾、布巾、上履き
参加費　1,500円（材料費）

③キッチンサイエンス
　化学変化を利用して、3色の「カラーマジックケーキ」を作ろう。
日程　7月26日㈫
時間　午前の部　午前10時30分～正午　午後の部　午後1時30分～ 3時
対象　小学生とその保護者　各回25人（応募者多数の場合は抽選）
※小学4年生以上は子どものみで参加できます。
講師　NPO法人くらしとバイオプラザ21　佐々義子さん
持ち物　エプロン、三角巾、タオル、筆記用具、上履き
参加費　1人200円（材料費）

④わらべの集い
　「なるほど・ザ・環境」をテーマに学んだり、不思議なオブジェ「色面
と空間のコンポジション」を作ろう。ドッジボール大会や流しそうめんな
ど、交流会も行います。お手伝いボランティアも募集しますので、興味の
ある人は問い合わせてください。
日時　8月2日㈫　午前10時～午後4時
対象　市内在住の小学生　30人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　タオル、上履き、飲み物、筆記用具
参加費　450円（そうめん代ほか）
■申　①は7月7日㈭、②・③は7月13日㈬、④は7月25日㈪までに電話か直接
福祉センターへ

福   夏休みチャレンジ大作戦

①マンカラ大会
　トーナメント制で友達と対戦しよう。
日時　7月22日㈮　午後1時～ 3時（受け付け　午後0時30分～ 1時）
対象　小学生以上　20人（先着順）
②科学で遊ぼう
　シャボン玉を作って遊ぼう。
日時　7月31日㈰　午前10時～正午
対象　小学生以上　20人（申し込み順）
持ち物　手ふきタオル

③マグカップを作ろう
　陶芸でマグカップ作りに挑戦しよう。作品は後日引き渡しです。
日時　8月1日㈪　午前10時～正午
対象　小学生以上　15人（申し込み順）
講師　陶芸クラブ「倫土」　新井正次代表
参加費　1,000円（材料費）
■申　②は本日の午前9時から電話か直接、③は本日の午前9時から
電話予約の上、15日㈮までに参加費持参で直接白井児童館へ

西   夏休み体験教室
①子ども将棋教室
　今年度の文化庁「伝統文化親子教室事業」として開催する初心
者歓迎の教室です。礼儀や作法を学びながら、楽しく将棋を指そう。
日時　7月23日㈯～ 8月21日㈰の土・日曜日（全10回）
午後1時～ 3時
対象　小・中学生　30人（申し込み順）
講師　白井将棋愛好会の皆さん

②レクホール開放
　友達や家族と一緒に体を動かして遊ぼう。
日時　7月24日㈰　午前9時～正午
対象　18歳未満の人（自由参加、未就学児は保護者同伴）
持ち物　上履き、飲み物

③子ども工作教室
　「じしゃくでさかなつり！からくり工作」を作ろう。
日時　7月26日㈫　午前10時～正午
対象　小学生　10人（申し込み順）
講師　おもちゃ病院　近藤雅昭さん
持ち物　筆記用具、はさみ、定規、木工用接着剤、セロハンテープ、
カラーペン（色鉛筆でも可）
参加費　300円（材料費）

④子ども映画会
　みんなで一緒に映画を楽しもう。
日程　7月27日㈬
時間・内容　午前10時30分～ 11時30分「からすのパンやさん」
ほか、午後1時30分～ 3時30分「虹色ほたる～永遠の夏休み～」
対象　幼児～小学生（自由参加、未就学児は保護者同伴）

⑤レッツクッキング
　みんなで楽しく「バナナケーキ」を作ろう。
日時　7月31日㈰　午前10時～正午
対象　小学生　15人（申し込み順）
持ち物　エプロン、三角巾、マスク、タオル2枚、上履き、飲み物
参加費　300円（材料費）
■申　①は7月20日㈬、③は7月19日㈫、⑤は7月24日㈰までに電話
か直接西白井複合センターへ

こどもイベント

冨  夏休みゴーゴーチャレンジ
　一級建築士でもある講師と「ペットボトル万華鏡」を作ろう。
日時　7月30日㈯　午前10時～正午
対象　市内在住の小学生　20人（申し込み順）
講師　東京造形大学非常勤講師　堀川成良さん
持ち物　500㍉㍑の空きペットボトル1本、上履き、飲み物
■申　7月20日㈬までに電話か直接冨士センターへ

　自分たちで夕飯のメニューを考え、買い物をして調理をし、夜は桜台小
学校区青少年相談員や地域ボランティアの皆さんと一緒に市内を15㌔㍍
歩いて探検します。ナイトウォークから参加する「中学生ボランティア」
も募集します。小学生をサポートし、桜台センターに泊まろう。
■申　7月15日㈮までに電話か直接桜台センターへ

小学生 中学生
事前説明会 7月28日㈭　10：00 ～ 12：00 なし

合宿日時 7月30日㈯ 　14：00 ～ 31日㈰
 9：30（雨天時は別メニュー）

7月30日㈯　18：00 ～ 31日㈰　
9：30（雨天中止）

対象 市内の小学4～ 6年生　10人
（申し込み順）

市内の中学生　10人
（申し込み順）

参加費 1,000円（材料費ほか） なし

桜   学ぶKids「さくせん合宿～ナイトウォーク～」

からくり工作

陶芸マグカップ

①サマーフェスタ＆ミュージックフェスタ
　昔懐かしい縁日やフリーマーケットを楽しもう。
日時　7月21日㈭　午前10時～午後1時
内容　縁日　午前10時～ 11時、正午～午後1時
※ヨーヨー釣り、ダーツ、ピンポンげっと、おかしな釣り堀（ゲームは一
部有料）、ラムネ、ポップコーン、フランクフルト、軽食などがあります。
音楽ワークショップ「パドルジャークス体操」　午前11時～正午
※しゃもじ形のパドルを使って、幼児から高齢者まで輪になって踊ります。

②宿題クラブ
　夏休みの宿題に取り組もう。
日時　7月26日㈫～ 29日㈮　午前9時～ 10時
対象　小・中学生　各日10人（申し込み順）
持ち物　学習用具、宿題、上履き

③漢字掛け軸作り
　小学校で習う漢字1,006字を書き上げよう。大人も参加できます。
日時　8月9日㈫・10日㈬・12日㈮（全3回）　午前9時～正午
対象　小学5年生以上　16人（申し込み順）
持ち物　筆ペン、習字用下敷き、文鎮、上履き、飲み物
参加費　1,000円（掛け軸、紙代）
■申　②は7月24日㈰、③は7月31日㈰までに電話か直接白井駅前センターへ

駅   夏休み特別企画

※応募者多数の場合は桜台小・中学校区の子どもを優先します。

2016.7.1 8



　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

駅  
お
は
な
し
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な

し
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
に
よ
る
紙
芝
居
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
す
。
楽
し
い

お
話
を
聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
9
日
㈯
、
9
月
10
日
㈯

午
前
11
時
〜
11
時
40
分

対
象
　
3
歳
〜
小
学
生
（
自
由
参
加
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

駅  

ベ
イ
ビ
ー
タ
イ
ム

　
ち
ぎ
り
絵
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
う
ち
わ

を
作
っ
た
り
、
洋
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
20
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
生
後
2
か
ら
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
　
15
組
（
申
し
込

み
順
）　

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト
、

飲
み
物
（
保
護
者
用
）

参
加
費
　
1
5
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

申
　
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

西  

お
や
こ
広
場

　
か
わ
い
い
手
作
り
金
魚
を
作
っ
て
、

金
魚
す
く
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
21
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

参
加
費

　
50
円
（
材
料
費
）

公 

ぺ
ん
ぎ
ん
さ
ん

　
親
子
で
水
遊
び
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
。

日
時

　
25
日
㈪

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
平
成
26
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
21
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

住
民
　
各
便
20
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）　
参
加
費
　
1
0
0

円
（
保
険
代
）

申
・
問

　
11
日
㈪
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
（
1
枚
に
5
人
ま

で
）
に
乗
船
希
望
者
全
員
の
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
乗

船
時
間
を
第
2
希
望
ま
で
記
入
の
上
、

〒
2
8
5
―
8
5
3
3

　
佐
倉
市
宮

小
路
町
12
　
公
益
財
団
法
人
印
旛
沼

環
境
基
金
☎
0
4
3
（
4
8
5
）
0

3
9
7
へ

◆
で
ん
だ
い
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー

日
時
・
内
容
　
①
7
月
29
日
㈮
　
⑴

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
⑵
午
後
3

時
〜
4
時
30
分
・
頭
が
よ
く
な
る
立

体
モ
デ
ル
製
作

　
②
8
月
1
日
㈪

　

午
後
3
時
〜
4
時
30
分
・
牛
乳
パ
ッ

ク
で
色
ん
な
ス
ー
パ
ー
紙
と
ん
ぼ
を

作
っ
て
飛
ば
し
て
み
よ
う
　
③
8
月

2
日
㈫

　
午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30

分
・
電
気
な
し
で
聞
こ
え
る
ラ
ジ
オ

作
り

　
場
所

　
東
京
電
機
大
学
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
印
西

市
）　
対
象
　
①
・
②
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
（
小
学
4
年
生
以
上
は
子

ど
も
の
み
参
加
可
）　
③
小
学
3
〜

6
年
生
と
そ
の
保
護
者
ま
た
は
中
学

生
　
各
回
30
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　
参
加
費
　
①
・
②
無

料
　
③
1
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
7
月
8
日
㈮
ま
で
に
T
D

U
い
ん
ざ
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
に
入
力
☎
0
4
7
6
（
4

6
）
9
5
5
5
へ

◆
子
ど
も
の
環
境
教
育
事
業
「
野
生

の
カ
メ
の
観
察
会
」

　
下
手
賀
沼
に
流
れ
込
む「
金
山
落
」

に
は
、
野
生
の
カ
メ
が
生
息
し
て
い

ま
す
。

　
人
間
と
カ
メ
の
同
じ
と
こ
ろ
と
違

う
と
こ
ろ
、
ク
サ
ガ
メ
と
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
の
形
の
違
い
な
ど

を
じ
っ
く
り
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
内
容

　
8
月
27
日
㈯

　
午
後

イ

ベ

ン

ト

②

ちぎり絵のナチュラルう
ちわ（イメージ）

　　各学童保育所で放課後や休校日の児童の保育をサポートする指導員を募集します。
　資格要件や各種手当、応募方法など詳細は、各学童保育所に問い合わせてください。

●●● 学童保育所の指導員を募集します ●●●

学童保育所指導員募集案内

池の上学童保育所 大山口あおぞら学童保育所
・第2学童保育所 清水口学童保育所

勤務日時

専任指導員（週5日）
補助指導員（週3日）
平日　午後2時～ 7時
※休校日は午前8時～
午後7時のシフト制

専任指導員（週5日）
平日　正午～午後7時
補助指導員（週3日）
平日　午後1時～ 7時
※休校日は午前8時～午後7時
のシフト制

補助指導員（週3日）
平日　午後2時～ 7時
土曜日　午前9時～午
後4時
※休校日は午前8時～
午後7時のシフト制

勤務場所 池の上小学校敷地内 大山口小学校敷地内 清水口小学校敷地内

賃金 時給　850円～ 専任指導員（月給）125,580円
補助指導員（時給）850円～ 時給　850円～

問い合わ
せ先

池の上学童クラブ
☎（492）5477
（平日の正午～午後7時）

大山口あおぞら学童保育所
☎（491）2364
（平日の正午～午後7時）

清水口学童保育所
☎（491）3565
（平日の午後1時～ 7時）

高

齢

者

シ   

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

（
入
門
講
座
）

　
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
）

の
使
い
方
や
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

基
本
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
25
日
㈪
〜
28
日
㈭
（
全
4
回
）

午
後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
健
康
で
就
業
や
社
会
参
加
活

動
を
希
望
す
る
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
　
4
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費

　
6
0
5
円
（
資
料
代
）

申
　
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福   

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ

オ
ケ
大
会

　
参
加
費
全
額
を
熊
本
地
震
災
害
義

援
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
。

　「
一
般
曲
部
門
（
選
曲
自
由
）」
お

よ
び
「
課
題
曲
部
門
（
南
部
が
ふ
る

さ
と
）」
の
各
部
門
上
位
3
人
と
特

別
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈪

　
正
午
〜
午
後
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
各

部
門
20
人
（
申
し
込
み
順
）

審
査
員
　
し
ろ
い
ふ
る
さ
と
大
使

髙
城
靖
雄
さ
ん
ほ
か

参
加
費

　
1
、
0
0
0
円

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

場
所

　
柏
市
中
央
公
民
館

　
対
象

　

高
次
脳
機
能
障
害
に
関
心
の
あ
る
人

1
8
0
人
（
先
着
順
、
申
し
込
み
不

要
）　
参
加
費
　
無
料

問
　
東
葛
菜
の
花
「
高
次
脳
機
能
障

害
者
と
家
族
の
会
」　
綿
貫
☎
0
4

（
7
1
7
4
）
3
9
9
8

◆
こ
ぶ
た
の
お
う
ち

①
夏
休
み
子
ど
も
手
芸
教
室

　
カ
ラ
フ
ル
な
イ
ラ
ス
ト
を
デ
コ
パ

ー
ジ
ュ
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
24
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

②
夏
休
み
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　
簡
単
お
や
つ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
31
日
㈰

　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分

　
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
手

ふ
き
タ
オ
ル
、
大
き
め
の
保
存
容
器

【
共
通
】　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
生
　
各
日
6
人
（
申
し

込
み
順
）　
参
加
費

　
6
0
0
円（
材

料
費
）

申
・
問

　
①
は
22
日
㈮
、
②
は
29
日

㈮
ま
で
に
電
話
で
黒
川
☎
0
9
0

（
4
2
5
5
）
3
2
0
2
へ

◆
赤
ち
ゃ
ん
の
木
育
広
場
「
木
育
寺

子
屋
」

　
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
お

も
ち
ゃ
を
手
作
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
7
月
26
日
㈫
、
9
月
27
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
場
所

　
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
市
内
在

住
の
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
緑
の

風
」　
鶴
岡
☎
（
4
9
1
）
8
7
0
4

◆
印
旛
沼
観
光
船
に
よ
る
印
旛
沼
観

察
会

日
程

　
28
日
㈭
（
悪
天
候
時
は
中
止
）

乗
船
時
間
　
①
午
前
9
時
　
②
午
前

10
時

　
③
午
前
11
時
　
④
午
後
1
時

⑤
午
後
2
時

　
⑥
午
後
3
時
　
集
合

場
所

　
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場

　
対
象

印
旛
沼
流
域
内
（
白
井
市
含
む
）
の

◆
白
井
稲
門
会
第
23
回
定
期
総
会

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
石
川
寛
子

さ
ん
に
よ
る
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏

会
」
と
、
テ
レ
ビ
朝
日
解
説
委
員
の

川
村
晃
司
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

「
メ
デ
ィ
ア
政
治
を
読
み
解
く
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
16
日
㈯

　
開
場
・
午
後
2
時

30
分
、
演
奏
会
・
午
後
2
時
45
分
〜

3
時
15
分
、
講
演
会
・
午
後
3
時
20

分
〜
4
時
20
分

　
場
所

　
白
井
中
銀

マ
ン
シ
オ
ン
ホ
ー
ル

　
対
象

　
一
般

70
人
（
先
着
順
）　
入
場
料

　
無
料

問
　
白
井
稲
門
会
　
佐
藤
☎
0
9
0

（
6
0
3
1
）
4
8
0
8

◆
夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

　
ご
み
分
別
ゲ
ー
ム
や
自
由
研
究
の

紹
介
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
工
場

見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ご
み
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
23
日
㈯

　
午
前
9
時
〜
正
午

場
所
　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　

対
象
　
白
井
市
・
印
西
市
・
栄
町
在

住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
20
組

（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
15
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用

紙
（
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
印

西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
業
務
班
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
2

7
3
2
・

0
4
7
6
（
4
7
）
1

7
6
5
・ g

y
o
u
m
u
@
in
k
a
n
-

jk
.o
r.jp

へ

◆
公
開
講
演
会
「
高
次
脳
機
能
障
害

の
た
め
の
行
動
支
援
」

　
柏
駅
前
な
か
や
ま
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
高
次
脳
担
当
医
の
粳う

る
間ま

剛
先

生
が
、
高
次
脳
機
能
障
害
の
理
解
に

向
け
て
分
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

日
時

　
24
日
㈰

　
午
後
2
時
〜
4
時

0
時
30
分
〜
3
時
30
分
・
カ
メ
の
罠わ
な

か
け
、
8
月
28
日
㈰

　
午
前
9
時
〜

午
後
3
時
・
カ
メ
の
罠
の
引
き
上
げ
、

観
察
ほ
か

　
集
合
場
所

　
平
塚
の
里

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
延
命
寺
北
側
）

対
象
　
両
日
と
も
参
加
で
き
る
小
学

生
以
上
の
子
ど
も
　
25
人
（
申
し
込

み
順
）

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師
　
東
邦
大
学
理
学
部
　
長
谷
川

雅
美
教
授
ほ
か
　
持
ち
物
　
飲
み
物
、

帽
子
、
長
靴
、
タ
オ
ル
、
軍
手
、
28

日
の
み
弁
当

　
参
加
費

　
1
日
1
人

5
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
電
話
で
N
P
O
法
人
し
ろ

い
環
境
塾
事
務
所
☎
（
4
0
4
）
3

2
9
8
（
月
・
水
・
土
曜
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
）
へ

◆
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大

会
参
加
者
募
集

日
程

　
8
月
21
日
㈰
（
雨
天
時
は
28

日
㈰
）　
場
所

　
白
井
運
動
公
園

　

対
象
　
白
井
市
・
印
西
市
内
在
住
・

在
学
、
ま
た
は
白
井
市
内
在
ク
ラ
ブ

の
小
・
中
学
生

　
種
目

　
年
齢
別
シ

ン
グ
ル
ス

　
参
加
費

　
5
0
0
円

※
詳
細
は
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
　
7
月
16
日
㈯
の
午
後
3
時
ま
で

に
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
直
接
ウ
エ

ス
ト
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）、

白
井
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
白
井
市
テ
ニ
ス
連
盟
　
汾ふ

ん
よ
う陽

☎

0
8
0
（
3
2
5
3
）
7
3
9
0

髙城靖雄さん

2016.7.19
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

日 程 時　間 場　　所

1日㈮ 11:00 ～ 12:30 冨士センター

7日㈭
10:00 ～ 11:30

保健福祉センター

13日㈬ 西白井複合センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。7日㈭は食事や栄
養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定するこ
とができます。

日 程 場所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
15日㈮

○保
9:30 ～ 10：00

28年2月生まれの人には個人通知
26日㈫ 13：15 ～ 13：45

かみかみ教室
13日㈬ ○保 9:45 ～ 10:00 27年9月生まれの人には個人通知

1歳6カ月児健康診査
 5日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 26年12月生まれの人には個人通知22日㈮

2歳児歯科健康診査
20日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 26年1月生まれの人には個人通知

3歳児健康診査
 8日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 25年1月生まれの人には個人通知
 19日㈫

※場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

各　種　相　談

□消費生活相談　月～金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所消費生活センター
内線3294　
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
無料職業紹介所　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00～16:00　保健福祉センター(要予約）
企画政策課　内線3355
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日、相続・税
務相談は9:00から窓口で受付順　9：30か
ら電話受付も行いますが、窓口受付優先）
保健福祉センター社会福祉協議会
☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□障がい者就労相談　毎週水曜日
10：00 ～ 16：00　保健福祉センター社会
福祉課☎（497）3497（要予約）
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（要予約）　保健福祉セン
ター保健福祉相談室☎（497）3491
□交通事故相談　第4木曜日
10:00 ～ 12:00　13:00 ～ 14:30（予約優先）
市役所相談室　市民安全課　内線3322
□木造住宅無料耐震診断相談　原則奇数月
の最終金曜日　10:00 ～ 16:00　市役所相
談室建築宅地課　内線3222（4日前までに
要予約）
□住宅リフォーム無料相談会　毎月第3水
曜日13：00～ 16：00　市役所相談室建築宅
地課　内線3222（5日前までに要予約）
※日程は変更になる場合があります。

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

2日㈯ なし坊 新保真理子　チャリティーコンサート 14：00
全席自由
一般2000円
学生1000円

新保真理子チャリ
ティーコンサート
実行委員会
楯☎(492)3384

9日㈯ なし坊 第4回　千葉県警察音楽隊コンサート 14：00 無料 文化会館
☎(492)1121

10日㈰ かおり ピアノ発表会 13：00 無料 金山
☎090(2648)9123

23日㈯ かおり 新聞活用スクラップ講習会 9：45 申し込み制
（先着70人）

㈱エヌ・アイ・
エス
☎0120(0843)94

31日㈰
なし坊

ダンススタジオ
デューク　ダンス
発表会

14：30 無料
ダンススタジオ
デューク
深谷
☎090(1661)8045

かおり ピアノ発表会 13：30 無料 安倍
☎(492)4714

※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。

項　目 日　時 内　　容 対　象 場 所

おはなしかい 6・13・20・27日（各水曜日）
15：30 ～ 絵本の読み聞かせなど 一人でお話を聞ける子

ども

おはなし
のへや

親子おはなしかい 27日㈬　11：00 ～ わらべうた、絵本の読み聞かせなど 市内在住の小学校未就
学児とその保護者

なつやすみおはなしウイーク

21日㈭　おはなしカレンダー
22日㈮　ありのみお話会
23日㈯　おはなしバスケット
各11：00 ～（30 ～ 40分程度）

おはなしボランティアによる絵本の読み
聞かせ、語りなど（参加団体により内容
が異なります）

児童～一般
（先着順）

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7時まで、日曜日・祝日は午前9時30分から午後5時までです。

項　目 内　　容 日　時 料 金

子ども投映　
ロイ君アワー
(星空生解説
あります）

夜空の運動会（約45分間） 17日㈰まで
日曜日11：30

市内
大人210円
子ども100円
市外
大人320円
子ども160円
各々の開始
時間30分前
から券売

ロイ君とみんなのうちゅう
宇宙人をさがそう
（45分間）

21日㈭から
夏休み中は水
～日曜日　
11：30

一般向け投
映（星空生
解説ありま
す）

リオの星☆～南天の星空～
（45分間）

土・日曜日・
夏休み中は水
～日曜日13：30

星空散歩　
こんなのあった！夜空の星座 
～春夏編～　（約45分間）

17日㈰まで
土・日曜日
15：00

宇宙どこまであるの？物語
（約45分間）

21日㈭から
夏休み中は水
～日曜日
15：00

星空ライブ
コンサート
（大人向け）

水の入ったグラスのふちを指
でなぞり奏でるグラスハープ
の美しい音色と星空を楽しみ
ます
演奏：クリスタルハーモニー

3日㈰13：30 ～
14：50

ひとり
700円
前売り券
600円

シニア向け
投映
プラチナア
ワー

慣れ親しんだ曲と共に、今回
は七夕にちなみ「天の川」の
お話し

7日㈭・9日㈯
11：30 ～ 12：10

市内大人　
210円
市外大人　
320円

ちょっと知
りたい大人
のための天
文教室
（３回目）

「惑星」をテーマに６回に分け
てお話ししています。
今回は「赤い星対決　軍配は
どちら？」です。

14日㈭11：00
～ 12：00
前日までに要
予約

先着50人
参加費
市内210円
市外320円

にんさんぷ
ラネタリウ
ムwith図書
館（大人向
け）

絵本の読み聞かせと星の誕生
のお話しをするCDコンサー
ト
対象：妊婦と生後6カ月ぐらい
までの乳児を持つ保護者と家
族、一般大人

15日㈮11：30
～ 12：30

大人200円
子ども無料

親子星空ラ
イ ブ コ ン
サート

親子向けの楽しいコンサート
です。演奏の合間にはやさし
い星空のお話しもあります。
演奏：ｙｕｍｉ♪ｍａｋｉ
各回約50分

24日㈰
①11：00
②13：30

親子同額
ひとり
300円
各回1時間
前から券売

星を見る会

ドームで星空解説の後、実際
の星空で七夕星、火星、土星
ほかを観望します
（雨天曇天はドーム内解説の
みとなります）

30㈯19：30 ～
20：45

大人200円
子ども無料

ちびっ子星
の絵展

保育園・幼稚園・自由参加の
幼児･児童の作品をギャラ
リーに展示

1日㈮～ 8月31
日㈬ 無料

※夏休み投映は7月21日㈭から8月31日㈬までの水曜日から日曜日

日 月 火 水 木 金 土
1 2

□心配ごと相談
■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

■朝市（6：00 ～ 6：45
市役所）

3 4 5 6 7 8 9
■朝市（6：00 ～ 6：
45冨士センター）

■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□心配ごと相談
□障がい者就労相談

□心配ごと相談 ■朝市（6：00 ～ 6：45
市役所）

10 11 12 13 14 15 16
■朝市（6：00 ～ 6：
45冨士センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：
00市役所庁舎内駐車
場）

■心配ごと相談 出張
相談(10：00 ～ 15：00
福祉センター）
■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所）

■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）
■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00白井駅前センター）

□心配ごと相談
※弁護士来所
□障がい者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□こころの相談(医師)
□女性生き生き相談
■人権相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談
■千葉県よろず支援
拠点サテライト経営
相談・完全予約制
（10：00 ～ 16：00白井
工業団地産業振興セ
ンター）

■朝市（6：00 ～ 6：45
市役所）

17 18 19 20 21 22 23
■朝市（6：00 ～ 6：
45冨士センター）

【海の日】 □心配ごと相談
※相続・税務相談
□障がい者就労相談
□住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□心配ごと相談
■臨時教育委員会議
（14：00 ～市役所）

■朝市（6：00 ～ 6：45
市役所）

24 25 26 27 28 29 30
■朝市（6：00 ～ 6：
45冨士センター）

■どんぐり広場子育
て相談(10：30 ～ 12：
00保健福祉センター）

■ニート引きこもり
相談会（18：20 ～ 21：
00西白井複合セン
ター）
□心配ごと相談
□障がい者就労相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□女性生き生き相談
□交通事故相談
■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

□心配ごと相談
※弁護士来所
□木造住宅無料耐震
診断相談

■朝市（6：00 ～ 6：45
市役所）

31
■朝市（6：00 ～ 6：
45冨士センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

 文化センター 　復 1148-8
（文化会館・ 図書館・郷土資料館・プラネタリウム館）

【文化センター休館日】　月曜、年末年始
※祝日も開館します。ただし月曜日が祝日に重なると
きは休館です。

文化会館 ☎（492）1121

プラネタリウム館 ☎（492）1125 

図書館 ☎（492）1122

乳幼児健診健康課母子保健班  ☎（497）3495

保健福祉センタ－  復 1123

健康相談 健康課健康づくり推進班 
☎（497）3494

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

冨士出張所 ● ● ● ● ● ●

公民センター出張所 休所 ● ●

証明書などの発行日　市民課　内線3147
　●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる日です（祝
日は発行できません）。
　土・日曜日は、戸籍謄本･抄本は発行できません。
　西白井・白井駅前・桜台・公民センターの各出張所の発行時間は、
午前8時30分から午後1時、午後2時から5時15分までです。
　冨士出張所の発行時間は、午前8時30分から午後5時15分までで
す。

項　目 内　　容 日　程 料 金
常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代までの白
井を紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00

無 料

速報展
「古文書修補」

修補（修復）作業の終了した
古文書を展示。今回は、「奉
公人請状」について紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00
3日㈰まで

小展示
「湯浅家の版木
にみられる病気
と民間療法」

江戸時代から大正時代の医療
の移り変わりを紹介し、当時
のチラシや民間療法について
考察

火～日曜日
9：00 ～ 17：00
3日㈰まで

企画展
「浮世絵にみる
白井の情景‐川
上家コレクショ
ン‐」

白井市指定文化財である「牧
士川上家資料」に含まれる浮
世絵から白井の伝承や世相等
を紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00　
16日㈯～ 9月11
日㈰

郷土資料館 ☎（492）1124 

※展示替えのため5日㈫から15日㈮まで休館になります。

参議院議員通常選挙
投票日時　7月10日㈰　午前7時～午後8時

～18歳選挙権スタート～選挙に行こう


